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心 の 糧
十二使徒評議員会補助

ジ ョ ン ロ ン グ デ ン

現在，教会全体の支部， ワー ド部，ステーキ部，伝道部で指導者および奉仕す

る者として召されている人々の数は，老若合わせてほぼ数十万に達す るで あ ろ

，，う。この両方のグループの人々には，地上に素晴 らしい霊の安 らぎをもたらすと

いう重大な務めがある。主は予言者 ジョセブ ・ス ミスを通 して言われた。
「汝 ら備えをなせ，まさに来るべき事のために備えをなせ，そは主の来るは近

ければなり。」（教義と聖約 １＝１２） 」

聖句は，我々がいつも義しい生活をするように数々の警告を与えている。
「見よ，而 して天より遺わされた者の言 うが如き声を聴け。こは勢い強 く，力も

強 く世の隅々までも達するものにして，誠にその声は人々に聞ゆなり。曰 く，汝

ら主の道を備え，その道を直 くせよ， と。」（教義と聖約６５１１）

道を備えるためには，義しい生活をする勇気 と霊的な力が必要であると世に知

らせることこそ，我々のメッセージなのである。 この世を離れていても，あるい

はまた主の再臨まで地上に留まっていようとも，我々は主に会 う備えができる。

イエスの讐話や古代，近代の聖典の中にも， 自ら備え他に備えをさせよとの警

告の言葉が満ちあふれている。

我々が絶えず備えをな し，この世における使命をわきまえるよう祈ってやまな

い。
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事は，非常な集中力 と霊的な力 を必

要 とす るもので した。

デ ィル ・キルバー ン画伯によ る表

紙の油絵は金 版の文字を入念 に調 べ

てい る若い予 言者 の姿です。

今 月の特 集記事 「教 会の基 とな っ

てい る信条 」の うち本文 ２２１ページ

の 「あなたがたは聖 書を知 らないか

ら思 い違 いを している」 マ リオ ン

Ｄ． ハ ンクスの記事 を参照 して下 さ

い。
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〈予言者の ことば〉

我 が 主

大 管 長 デ ビ ド ０． マ ッ ケ イ

救 い 主．

私難鰯麓簿 扁 駕搬 ζ㌫ 薯
る とた ち ま ち， お び た だ しい 天 の軍 勢 が 現 れ ， … … … 神．を さ

ん び して言 っ た，「い と高 き と ころで は， 神 に栄 光 が あ る よ う

に， 地 の上 で は， み 心 にか な う人 々 に平 和 が あ るよ うに』」

（ル カ ２ ＝１３～ １４）

復 活 祭 が 近 づ いて い る ので ， 三 つ の原 則 につ い て 考 え て み

よ う。 これ らは主 の降 誕 の際 に宣 べ られ ， 主 の この 世 に お け

る使 命 を明 らか に した も ので あ る。 す な わ ち第 一 に 神 に対 す

る敬 慶 の念 ， 第 二 に平 安 ， 第 三 にす べ て の 人 に善 意 ， 言 い か

え る と敬 神 ， 幸 福 ， 兄 弟 愛 で あ る。

第 一 の原 則 ， 敬 神 につ いて は， イ エ スが 地 上 にお られ た 時
ドレ

に い つ も模 範 を お示 しに な っ た。 ヨル ダ ン川 の ほ と りで ， 主

は伝 道 に先 だ っ て， バ プ テ ス マ を受 け たい とバ プ テ ス マの ヨ

ハ ネに次 の よ うに 申 し出 られ た。 「今 は受 け させ て も らい た

い。 この よ うに， す べ て の正 しい こと を成 就 す るの は ， わ れ

わ れ に ふ さわ しい こ とで あ る」 （マ タ イ ３ ：１５）

地 上 の権 力 と この世 の富 と を見 せ られ サ タ ン の誘 惑 と対 決

な さ った 山上 で， 主 は威 厳 を もって 言 わ れ た。 「サ タ ン よ退

け。 『主 な るあ な た の神 を拝 し， た だ神 に のみ 仕 え よ」 と書

い て あ る 。」

使徒 た ち を選 ば れ る前 に， 主 は天 父 に導 きを 求 めて ，．夜 通

２０９

．一＿＿一 一



し祈 りを捧 げ られ た。 主 は， 弟 子 た ち に祈 る こ とを 教 え られ

た 時， 「御 名 が あが め られ ます よ うに」 （マ タイ ６ ＝９） と

祈 りの最 初 に敬 神 の言 葉 をお 入 れ にな った 。

五 千 人 に パ ン を お与 え に な った 奇 蹟 の後 で ， 主 は 一人 静 か

に祈 りを捧 げ られ た 。 次 の 日 力ペ ナ ウ ムで 主 が お 悲 しみ に な

って い る様 子 が うか が わ れ る。 そ れ は 群 集 が 神 の栄 光 に 気 づ

か ず に， パ ンを食 して ， 空 腹 を 満 た す こ とだ け で終 って しま

っ たか らで あ る。 ・

最 後 の晩 餐 の席 で 主 は 使 徒 た ちに 言 わ れ た 。 「永遠 の命 と

は， 唯 一 の， ま こ と の神 で い ます あ な た と， ま た あ な た が つ

か わ され た イ エ ス ・キ リス トとを 知 る こ とで あ りま す 。」 （ヨ

ハ ネ １７＝３）

ゲ ッセ マ ネ の園 に おい て イ エス は 次 の よ うに祈 られ た。

「父 よ
， … …わ た しの思 いで は な く， み こ ころ が成 るよ うに

して くだ さ い」 （ル カ ２２１４２） ま た 復 活 の 後 に 「わ た しに さ

わ って はい け ない 。 わ た しは ， ま だ 父 の み も とに上 って い な

い の だか ら。 … …わ た しの父 また あ な た が た の父 で あ っ て，

わ た しの神 また あな た が た の 神 で あ られ るか た … …」 （ヨハ

ネ ２０１１７） と注 意 を して お られ る。

第 二 の原 則 で あ る平 安 は， 幸 福 ， 人 間 の 自然 の 状 態， 人 間

の第 一 の祝 福 な ど と定 義 され て い る。 そ れ な しに 幸福 は あ り

得 な い ので あ る。 予 言 者 ジ ョセ フ ・ス ミス は 次 の よ うに言 っ

て い る。 「幸 福 は我 々 の存 在 の 目的 で あ り， も し我 々が 幸福

に い た る道 を進 む な らば ， つ い に はそ れ を 得 るの で あ る。一こ

の道 と は高 徳 ， 正 直 ， 誠 実 ， 清 らか さ， 神 のす べ て の 誠 命 を

守 る こ とな ので あ る 。」 （教 会 歴 史 記 録 第 ５巻 Ｐ．１３４．）

イ エ ス は 山上 の垂 訓 の中 で 言 わ れ て い る。 「平 和 を つ くり

出 す人 た ち は， さい わ い で あ る， 彼 らは神 の子 と呼 ば れ るで

あ ろ う。」 （マ タイ ５ ＝９）

平 和 の基 と して， 主 はす べ て の人 の権 利 をお 認 め に な っ

た。 「あ な た は ど う思 われ ます か 答 え て くだ さい 。 カィ ザ ル

に税 金 を納 め て よ い で’し ょ うか ， い け ない で し ょう か 」 と尋 ．

ね られ た時 に， 主 は お答 え に な う た 。「『税 に納 め る貨 幣 を 見

せ な さい』。 彼 らは デ ナ リー つ を持 って き た。 そ こ で イ エ 蒸

は言 わ れ た， 『これ は ， だ れ の肖像 ， だ れ の記 号 か』。 彼 らは

『カィ ザ ル の です 』 と答 え た。 す る と イ エ ス は 言 わ れ た ，

『そ れ で は， カイ ザ ル の もの は カ ・イザ ル に．， 神 の も のは 神 に

返 しな さい』。」 （マ タ・ｆ ２２：１７～２１）

主 は， この世 の生 涯 の終 り近 くな っ た頃 ， 弟 子 た ち に言 わ

れ た。 「これ らの こ とを あ な たが た に話 した の は， わ た しに

あ って平 安 を得 るた め で あ る。 あ な たが た は， こ の世 で はな

や みが あ る。 しか しゴ 勇気 を 出 しな さい。 わ た しはす で に世

に勝 って い る」。 （ヨハ ネ １６＝３３） ’

ま た 同 じ頃 に， 主 は次 の よ うに お っ しゃ った 。

・「わ た しは平 安 を あ な た が た に残 して 行 く， わ た しの平 安 を

あ な た が た に与 え る。 わ た しが 与 え る の は， 世 が 与 え る よ う ．

な もの とは異 な る。 あ な たが た は心 を騒 が せ る な， また お じ

け るな 。」 （ヨハ ネ １４：２７）

２ｉｏ
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主の全生涯を通 じて，主の唇にも，心にも平安があった。
．主が墓からよみがえり

，弟子たちに御姿を現わされた時，最

初に言われた言葉が，「安かれ」（ヨハネ２０１１９）であった。

救い主が教えられたのは，個人の悩み，家族の争い，国民

の銀難を免がれることからもたらされる平安である。 このよ

うな平安は，個人に対すると全 く同じく社会全体に影響を及

ぼすものである。キリス トのささやきと良心の命令に従わな

い者に，平安はない。人が良心にさからって，正義の律法に

そむ く時，肉欲にふけ り，肉体の誘惑に負ける時，またその

仲間との交わ りにおいて，彼 らを裏切 り，正義の律法を犯す

時，平安はあろうはずがない。

第三の原則，善意 もまた兄弟愛という言葉で言い表わすこ

とができる。

イエスは選ばれたイスラエル家の民に特にメッセージをお

与えになったけれども，主は人種差別をされることも，人を

かたよりみたもうこともなかった。カナンの女が娘の祝福を

乞い願って，信仰をもって主のもとに来た時，主は答えて言

われた。 「女よ，あなたの信仰は見あげたものである。．あな

たの願いどお りになるように。」（マタイ １５＝２８）

主はべテスダの池で，病苦に悩んでいる人々を癒され，罪

を犯 した婦人に， さあ行って もう二度と罪を犯さないように

と．命 じられた。

主は貧しい人々，悩む人々に対すると同様に金持ちの人々

にも兄弟愛をお示しになった。

金持ちではあるが軽べつされていた取税人ザアカイに向っ

て主は言われた。 「ザアカイよ，急いで下 りてきなさい。き
よ

よう， あ な た の 家 に 泊 る こ とに して い るか ら」。 ザ ア カ イ は

よ ろ こん で 主 を 迎 え 入 れ た。 彼 は そ れ ま で兄 弟 愛 を 受 け る望

み さえ 抱 い た こ とが な か った の で， 非 常 に感 激 して 言 っ た。

「主 よ
， わ た しは誓 って ， 自分 の 財産 の半 分 を貧 民 に施 しま

す 。 また ， も しだ れ か か ら不 正 な取 立 て を して い ま した ら，

そ れ を 四 倍 に して返 しま す」 福 音 の 「み た ま」 ぷ 彼 の内 に宿

った の を ご らん に な って， イ エ ス は答 え られ た。 「き ょ う，

救 い が この 家 に きた 。 この人 も アブ ラハ ムの子 な の だ か ら」

（ル カ １９＝５， ８～ ９） ．

こ のお 方 こそ ，我 々 の生 活 の 中 心 とな る我 が 主 ， 救 い主 な

ので あ る。

イ エ ス は律 法 学 者 た ちを 説 き負 か せ， 薬 で な お らな い病 人

を 癒 され ， ま た， 霊 感 を お 与 え に な って， 最 も偉 大 な音 楽 や

数 多 い 書 物 を 書 か ぜ られ ， 全 世 界 に宣 教 師 を お遺 し に な っ

た。

ふ つ う の人 々が成 功 を 勝 ち得 るい か な る領 域 に お いて も，

歴 史 家 が キ リス トにつ い て 言 及 した こ とは な か っ た 。 し か

し， 人 格 の 領 域 にお い て は， 主 は比 類 な き存 在 で あ っ た。

イ エ ス ・キ リス トは ， 我 が 救 い 主， 天父 との仲 保 者 で あ

る。 使 徒 ペ テ ロは 次 の よ うに説 い て い る。 「この人 に よ る以

外 に救 い は ない 。 わた した ちを救 い う る名 は， これ を別 に し

て は， 天 下 の だれ に も与 え られ て い な い か らで あ る」。



誰 が賢 い妻 を見つ けるこ とがで きるか
ラ リ ー Ｈ ． ピ ア

１ヨ 近 ，私の大学の学生 と２０世紀 の文学 に描 かれている女性 につい
取 て話 し合 う機会があ

ったのですが，そ こで私は次の ことに気づ

きました。それは現在の この 「ゆがめ られた時代 」 とい わ れ る 中

で，多 くの若者た ちは女性の理想像 とい うものに対 して非常な関心

を抱 いているに もかかわ らず，実 際 「美 徳」 とは どうい うものなの

かその定義を根 本的に理解 していない とい うことです。 このよ うな

問題は程度の差 はあれ， これ まで も多 くの世代にみ られ て き ま し

た。 しか しこの 「美徳 」の定義 に関する論 争は各 世代 ごとに くり返

し吟味 される必要 があ ります。特 に これは学生 時代の非常に大きな

論 争点であるよ うに思われ るのです。

自分 たちの読 んだ文学の中の女 主人公を取 りあげて美徳の定義を

話 し合 ってい くうちに，一人の学生が， これはい くら話 し合 って も

結 論ので る問題 ではない ことを述 べ，また旧約聖 書の中の 「箴言」

の作者は， ｆ誰が賢い妻を見つけ ることができ るか」 とい う，今 日

非常に大 きな意味を持 つ問題 を投 げかけている ことを話 して くれま

した。

華ぎ～

ノ

懸
試擁讐

隈誤
猟

慨 ”

∬欝｛♂

．）

、

、肱 ・∴ ’＝ ・・”

蜜 、

と

・卜 ∴ 爺

帳認▽ ・ 錯

女性の理想像は永遠かつ不変である

旧約聖書，箴言の３１章に 目を とめて下 さい。 そ こには女性 の美徳

として欠 くことので きない性質，条件が記 されています。

「誰が賢い妻を見つけ ることがで きるか。 彼女 は宝石 よ りもす ぐれ

て尊 い 。」

「その夫の心は彼女 を信頼 して，収益 に欠け ることはない。」

「彼女 は生 きなが らえてい る間，その夫のために良 い こ と を し

て，悪 い ことを しない 。」

「彼女 は羊 の毛や亜 麻を求 めて，手 ずか ら望 みのよ うに，それを

仕 上げ る。」

「また商人 の舟のよ うに，遠 い国か ら食 糧を運 んで くる。」

「彼女 はまだ夜 の明けぬ うちに起 きて
，その家の者 の食べ物 を備

えその女 たちに 日用 の分を与え る。」

「彼女 は畑 をよ く考 えて それを買 い， その手 の働 きの実 をも って

ぶ ど う畑 をつ くり，力 を持 って腰 に帯 し，その腕 を強 くす る。 ．・

「彼女 はその商品 の もうけのあるのを知 って いる
， そのとも しび

は終夜 消える ことがない。」

・ ． 「彼女は手を糸取 り棒 にのべダ

，。．’ その手 に，つむを持 ち，手を貧 レ

膿 姦輝 ， いものに開き，乏しい人に手をさ
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巽１糠 藷熱
共 に町の門 に座す るので，人 に知

ら膿 齢

布の着物をつ，．
て，それを売 り，帯を作 って商人

ｙこ鞠 気品、は卿 着痴
る。 そ して後の 日を笑 ってい る。」

（後の 日に喜びを得 る。欽定訳聖

書 よ り） ｝㌧

「彼女は口を開いて 知 恵 を 語

る，そφ舌にはいつ くしみの教え

があ る』」

「彼女は家の事をよ くか え り

套１蕊 りのか噸 べることをし
「その子 らは立ち上が って彼女

を祝 し， その夫 もまた彼女を ほめ

２１１
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「
・ ．肖鴨 ．．・：喪 芒い Ｌな嫌 …＝

たた えて い う。」 ．

「りっぱに事をな し遂げ る女は多いけれど も
，あなたはそのナベ

てに まさって いる」 と。

「あでやか さは偽 りで あ り
，美 しさはつかの まで ある， しか し主

を恐 れ る女 はほめたたえ られる 。」

「その手 の働 きの実 を彼 女に与 え
， その行 いのため に彼女 を町の

門で ほめたたえよ。」 （箴言３１：１０～３１） ．．

近代 の予言者た ちは， この箴言の聖句の真実性を証明 し， また女

性の理想像 というものは，他のすべての福音の原則 と同様，永遠か

つ不変で ある ことを説 いて います。

判蔵 言３１章の１０～３１節 までの聖句は非常 によ くできた〒篇の詩を成

してお り，その中には，徳 とい う主題 の展開 とともに，その時代 の

．イス ラエル人 の生活 や主婦 として妻 に負 わされ ていた責任 などがよ

く描 かれてお り，それに非常 な興味 をおぼえます。 また人 々は箴言

の著者 が自分 の書 いた事柄 にそった生活， いわ ば 「信仰 を実践 した

生活」 を送 ったで あろうことと，彼 の書 いた箴言 は今 日我 々の教会

にある数多 くの テキス トと同 じ役割 を果す もので あると考え るか も

しれません。彼 はイスラエル人の伝統的な社会の風俗 と平凡な生活

の様子を， ことわ ざ形 式に言わす ことによ って読者 との掻触 を深め

よ うとしたのです。２０世紀 文学を愛 読する者 に とつて，箴 言３１章の

申の誰 れにで も通 じる詩は非 常に貴重 であ り価値 ある ものです。 そ

れは古代 イス ラエルの時代 において も同様 ，．今 日でも反 ば くす る こ

との出来 ない真理 を示 して いるか らです。 「誰が賢 い妻 を見つ ける

ζとがで きるか」 とい う質問 に対 し，聖書 はζ．う答えて います。す

な わち 「彼女 は宝石よ りもす ぐれて尊い」。（ここでい う宝石 とは一

般 にいわれてい る財産，宝な どを さす）．

また 「その夫の心は彼女を信頼 して……」 （箴言３１章１０～１１節 ） と

い う聖句は，祝福 を受けるに価 する女性 は誠 実な心の持 ち主 である

ζとをは っき り示 しているのです。

マ ッケイ大管長 は これまで幾度 か くり返 しこういわれ て き ま し

た。 「外面 を飾 りたて ることは外面崇拝者 の目を楽 しませ ることほ

で きるが凄 それ以上の もので はない。 しか し，真 の女性 らしい心 と

純潔 とい う装飾 は生涯 を通 じて真の男性の心 を呼 び覚す も の で あ

る。 そして いつの 日か そ絶 は・あ らゆ る人 々を義 しきに導 くことで

あ ろう」

徳 のあ る女性 は信頼 のおけ る人です。 また彼女の夫は 「彼女 は生

きなが らえてい る間その夫のために良 い事 を して ，悪 い ことを しな

い」 （箴言３１：１２） ことを知 っているのです。

善 を為す者 ．

徳 の「ある女性（δ最大の特性の一つ は ．「善 を為サ者」で あることで

す。 この事 に関 しては旧約，新約両聖書の中 に同 じ見解を見い出ナ ’

ことがで きます。箴言の前の方の章を誘んでみ ると善を為す行為は

いつの場合 も必ず柔和な心で されねばな らない ことがわか るで しょ

う。 また決 して陰口をい った り，人の うわ さを した りする ことのな

い徳 高い女性 の例 も見 られます。 （箴言％ ：２３～２４，参照） この柔

和 な心 は，現 代の聖典 にも多 くの個所 に主題 とされて います。

教義 と聖約 の中で予言者 ジ ョセブ ・ス ミスの妻 エマ ・ス ミズに与

えうれた戒酔 はこうで した。 「汝の有つ天職の任めは，汝の夫な る

我が僕 ジ ョセ ブ ・ス ミス （二代 目）を苦難の時 に慰めの言葉を以て

優 しき心にていたわ るためにあ り」。 （教 義 と聖 約２５１５）

箴 言の著 者が徳 高い女性 となるためにも う一つ大切 な ことをあげ

ています。 それは 「器用 」であ ること。 これは昔 も今 もたい したか

２１２
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わ りはな く，針仕 事，．料理 ，、ち ょっとした修繕吃 ．れらの事 が出来 る

ことです。 もちろん今 日では他 に アイ ロンかけ，編物 ，献立表作 り

など も加 わ ってきます、 ……。

しか し箴言 の著者 は 「器用で ある」だ けで は不充分で あって， それ

らの仕事 を 「手ず か ら望み の様 に……」 （箴言３１：１３）

や らな くては いけな いとい ってい るのです。 そうす るな らば家庭の

中で 自分は非常に大切な役を果 してい ることに大きな喜びを感 じる

ことで しょう。古代 イス ラエルにおいて，糸つむ ぎは非常に大切な

仕事で した し，誠心誠意でや らなければな りませんで した。我 々の

この技 術の進 歩 した時代ではち ょっと理解 しに くい ことかも しれま

せ ん。 しか し，末 日において我々が飢きんや災難 に出会った場 合家

族 の者 に生活必需品 をもた らすために必ず や女性 の力 （器用 さ） が

必要 とされる 日が来 るに違 いあ りませ ん。

彼女 は宝石 よ りもす ぐれて尊 い

今 日，女 らレさとい う概念はま．った く失われて しま うたのではあ

りませんσ初あよ り今 日に至 るまですべての予 言者を通 して与え ら

れた永 遠の律 法 とはま った くかけ離 れた ものの中に織 り込 まれて し

ま らてい るのです。 女性の美徳について もそ うです。 「美徳 」はい

？の場今でも 聖靴 つながりを持・ゆ ・鮒 ればなりません・徳
のある女性 として大切 な事柄 は聖書 の中に何度 も くり返 して述べ ら

れ ています。 ここにその申の特 に六切 な三つ の事 をあげてみ ま しょ

う。

まず第ｒ に，美徳 は人の うわ さ話 をした り口やかま し くい うこと

を許 しません。徳のあ る女性は 「口を開いて知恵を語 り，その舌に

はいつ くしみの教があ る」のです。 （箴言３１：２６）

第 二に，美徳 とは汚 れのない神聖 な身体 を意味 するの です。 マ ッ

ケイ大管長 は これまでに幾度 とな くくり返 して こう．いわれ ま した。 ・

「貞節 は美 しい女性 の冠である
。」

第三 に，美徳 は怠情 を許 しまぜ ん。 「彼女 はその商品の もうけの

あるのを知 って いる。 そのともしび は終夜消 えることがない」また

「彼女 は，家の事 をよ くかえ りみ，怠 りのかてを食べ ることを しな ．

い」 〈蔵言３１：１８，２７）

「徳のあ る，．美 しい，人 々に尊敬 される」女性 であ りたい と願 う

人 はみな・ これ らの聖 句をよ く．考 えてみるに違 いあ りませ ん。 そ し

て徳 のある女性 とは信頼 され る入ぞ あ り，善 を為 し，家庭 の仕事 を

進 んでや り，精神 的に も肉体的 にも清潔 な人で あることがわか るで

しょう。美徳 のある女性 は自分 の美や魅力ばか りに気を とらわれず

に， その 目を常 に主 に向 けて いるのです。 ここで述べ られてい る多

くの美徳は正 しい結婚生活を営む上で大きな助け となる ことを主 は ．

は っき．りと示 して おられます。 ここでい う正 しい結 婚生活 とは夫婦

が 「一体」 とな り，神殿で交わ した 「生 めよ，ふえよ．，地 に満 ちよ

地を従わせ よ」の聖 約に忠実 であるよ うな生活 を意味 して いるので

す。 このよ うに して，徳 のある女性 は この世で妻 と して，’母 として

の務 めを終 えたあ と再 び主 の前 にかえ り，家族 と共 に永遠の生活に

入 るのです。

箴 言は，女性が正 しい理解力を持 ち，経験豊かな人間 とな るため

に自己鍛錬をす るよ うに と強調 しています。 そ して彼 女たちが自己

鍛錬に励む時，箴 言の聖句は非常 に大 きな助 け となる ことは明 らか

です。

「誰 が賢 い妻 を見 つける ことができるか
。彼女 は宝石よ りもす ぐ

れて尊 い」 そ して，昇栄 とい う報 いを受 けるのです。

験
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日曜 学 校

ひ な鳥には・巣を離れて・飛ぶ練習をしなければならない
時が来ます。お父さん鳥とお母さん鳥は元気づけたり，

模範を示したりすることはできますが，翼を強 くして，飛べ

るように努力するのはひな鳥自身です。

神の子供たちにも同じことが言え ます。自分は自分自身で

築かなければなりません。人は自分に責任をもつようにと，

自由意志を与えられました。（モーセ４：３参照）福音 を 学

び，福音に従って生活するためにどれ程努力をするかは神の

子供たち各々に責任があ ります。 、

馬 手伝いすぎること

両親または教師である私たちは，子供が福音に関して決断

しようとする時，大きな影響を与えます。時として，私たち

は手伝いすぎることがあります。たとえば，子供たちにお祈

／今度は自分の子供のコーチになり，同 じ祈 りや 「食事の祝

福」を何代にもわたって続けるのです。

お祈りの方法を学ぶ子供に大人が 「コ氏チ」する場合，子

供はしばらく考えます。まだ言葉に慣れていない子供は，考

自 分 で 考 え さ せ な さ い ．

リ ン ス タ ダ ー ド

りを教えようとする場合，私たちがよく犯す間違いを考えて

みましょう。本当の祈 りが，お祈 りをしている人の心か らの

考えや，感情や願いの表現であることはだれでも知っていま

す。けれども，私たちは子供に，マタイ ６：９～１３「主の祈

り」のように 「正 しい」お祈りの型を教えようとす るあまり

に，子供 自身のでなく大人 の言葉や考えや感情を言わせよう

と 「コーチ」 します。 この結果，子供は心に感 じた言葉より

も，型の方が大切だと信 じ，お祈 りをしている時 「間違い」

をしないかと心配するのです。これを一定の間続 けると子供

は定型化 した暗論の祈 りや決まりきった言葉をおぼえて大人

になるまでそのお祈 りしか言えないのです。そして，また／

えを言葉にするのは時間が必要です。 この考える時間を与え

ないで，私たち，両親 教師，子供の日曜学校主任はいらい

らして，子供には不適当な言葉を教えることがあります。こ

うして，天父と個人的なお話をするよりもっと大切なことが

あるんだと子供に思わせて しまうことになるのです。

失敗に対する恐れ

こうした同 じ問題は，子供が日曜学校の話を準備 し，発表

する場合にもありますｄ子供が人々の前に立って読めるよう

に私たちは子供の言 うことを書いてあげ，子供を手伝 ってや

っていると考えるようです。 しか し，それが目的の達成にな

２１３』
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るかは非常に疑わしいのです。子供に自分の意見を述べさせ

ることな く他人の考えを単に繰 り返させることは，子供 の信

仰の助成や自信をつけさせるのに何の役にも立ちません。そ

れは子供の考え，感情，意見が他人に話す価値がないと教え

ていることなのです。そして，読ませたり覚えさせるために

話や詩を書いてあげると，その宿題ができないと大人は思っ

ていると子供は考えるのセす。責任の与え られる度に両親や

先生が作 ったお祈 りや話を何度も繰 り返 していると，子供は

感情的にかたわになり，失敗を恐れたり， 「間違 う」のを恐

れて， どんなチャレンジもやってみようとしなくなります。

教師や両親が考えた基牽に子供が達 しないのではとかって

に考えてそれを恐れると，子供の考えや話す態度に惑わされ

て，心配になり，子供の話を書いてあげたり，お祈 りを暗請

させたりするのです。そめような両親や教師がいるのは悲 し

い事実です。

自分でつつかせなさい

福音のうちにあって成長 し，進歩するよう子供に全力を出

させるために，私たちはどうしたら良いで しょう。以下の質

問から答えを導 き出して下 さい。

１ 子供は他人に評価 してもらわないで，自分で，自分の

考えや感情や意見を評価できますか ？

２ 子供雌 れかが囎 の機会をあげなぞとも泊 分の考

えや感情や意見を表現できますか ？

３ 子供はだれかが 自分を信 じて くれていると思わなくと

も， 自信がつきますか ？

４ 子供は失敗の許 されないチャレンジを受ける勇気が持

てますか ？

５ 子供はだれかに認めて もらったり，評価 してもらわな

くとも自分を大切だと思っていますか ？

以上め質問を考えてみると，子供たちが神の息子，娘にな

るには自由にさせることが大切だと判 ります。自由意志は神

が子供たちに与えたもうた賜です。神は，子供たちが １人 １

人経験を積まなければ，神のようになれないことを知ってお

られます。ひな鳥が自分の くちばしでつついて，生きる力を

，つけるように，私たちは個人個人の努力により，永遠の生命

にむかって登 る力をつけます。

私たちが意識 して子供に努力させ進歩させようとするとい

つも，子供が全力を出す機会を狭めてしまいます。両親や教

師として，私たちは子供にしてやりたいと思 う心を抑えねば

なりません。子供たちが 「飛ぶのを学ぼう」 とする時に，私

たちはそれを彼 ら 「１人でさせ」なければなりません。
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４ 月 の 聖 句

大人日曜学校

，しかし事寒 キリス トは曝つている者の初穂と・して死

人の中からよみがえρたのである

（１ コ リ ン ト １５：２０）』

子供日曜学校

，イ エ ス は言 わ れ た 「も しあ な たが たが わた しを 愛 す る

な らば ， わ た しの い ま しめ を守 るべ き で あ る」

（ヨ ハ ネ １４＝１５）

琴１些



教 会 の 基 と な っ て い る

信 条

宇 宙 の 主

イ エ ス ・キ リ ス ト

、十 二 使徒 評 議 員

マ リオ ン Ｇ．． ロム ニー長 老

あなたがた は聖書 を知 らな

いか ら思 い違 い を してい る

十二使徒評議員会補助

マ リオ ン Ｄ． ハ ンクス

あな たが たの うち知 恵 に不 足 して

い る もの が あれ ば ・…

七十人最高評議 員

ブルー ス Ｒ． マ ッコ ンキー長老

福音．の第一原則 と儀式

信 仰 ＋二使徒評議員会補助 ボイ ド Ｋ．パ 。カー長老

悔 い 改 め 七 ＋ 人 最 高 評 議 員 セオ ドア Ａ． タ トル長老

バ プ テ ス マ 七 十 人 最 高 評 議 員 ポ ー ル Ｈ．ダ ン 長 老

聖 霊 の 賜 七 十 人 最 高 評 議 員 Ｓ デルワース ヤング長老

亀
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宇 宙 の 主
イ エ ス ・キ リ ス ト

キ リス トの像 ：こ の高 亭 約 ３メー トル ，

重 さ ９ トンの大 理 石 像 は ， バ ー テ ル．

ソル バ ル セ ンの有 名 な作 品 で あ り， テ

ンプ ル ス ク ェア の訪 問者 セ ンタ ー に常

に展 示 さ れ て い る。

ρ
．芝

十二使徒評議員

マ リオ ン Ｇ． ロ ム ニー長 老

宙 の主 ， イ エ ス ・キ リス ト」 とい う言 葉 を 聞 くと私 は「宇

モ ー セ の示 現 の話 を思 い 出 します 。 この 時 ， モ ーセ は

主 が お つ く りに な っ夜 た くさん の物 を見 ま した。 これ らを 見

て， モ ー セ は， 「神 を 呼 び て言 い け る は， 願 わ くは語 りた ま

え 。 何 故 に これ らの こ とか くの ご と きや 。 神 は何 を もて こ．れ

らの もの を 造 りた ま い しや， と。

…… …主 な る神 モ ーセ に宣 い け るは， わ れ 自 らの 目的 あ ウ・

て これ らの もの を 造 りた り… … …

われ わが 力 の言 に よ りて これ らの もの を 創 りた り。 そ の わ

が 力 の言 と は， わが 生 み た る独 子 の こ と に して ……

わ れ は無 数 の世 界 を創 りた り。 而 して ， また これ らは わ れ

自 らの 目的 あ りて造 り しな り。 而 して ， わ が 子 に よ りて これ
り

らの世 界 を 創 りた り・・… ∵ ・

され ど この 世 と この 世 に住 め る人 々 の話 の み を汝 に して聞

かす 。 見 よ， わ が 力 の言 によ りて 過 ぎ行 け る多 く の 世 界 あ

り。 ま た今 あ る世 界 多 くあ り…… …

一 つ の世 界 と それ につ け る天 の 過 ぎ行 く時 は ，誠 に別 の世

界 を生 ず。 か くして わが 業 に もま た わが 言 に も終 りな し。

見 よ ， これ わ が業 に して わ が栄 光 ， す な わ ち人 に不 死 不 滅

と永 遠 の生 命 とを もた らす な り」 （モ ー セ １ １３０～ ３３， ３５～

３９）

こ の モ ー セ の書 と他 の 聖 典 か ら， 次 の こ とが 明 らか に な り

ま す。 す な わ ち， 天 父 の代 表 者 で あ り， 「人 に 不 死 不滅 と永

遠 の生 命 を もた らす」 とい う天 父 の 目的 を遂 行 す る方 で あ る

イ エ ス ・キ リス トは， 創 造 主 ・救 世 主 と い う意 味 で ， 全 宇 宙

の 主 で あ ります 。地 上 で 死 す べ き体 を持 ち た も うて果 され た

使 命 を除 い て ， 他 の 世 界 とそ こに住 む人 々 に対 す る主 の業 の

関 係 は， この 地 球 と地上 に住 む人 々 に対 す る全 く同 じか た ち

で存 在 します 。

、＝２１６

モ ー セ は他 の 世 界 につ い て あま り詳 し く神 に たず ね ませ ん

で した。 彼 は た だ次 の よ うに言 い ま した。

「… … …神 よ … … … こ の世 と こ の世 に住 め る人 々 と
， ま た

諸 天 の こ とを語 りた ま え， さ らば 僕 の 心 足 りぬ べ し。」 （モー

セ １：３６）・

この 地 球 につ い て， ま た イ エ ス ・キ リス トの地 球 に対 す る

関 係 につ い て モ ー セ に告 げ られ た驚 くべ き事 柄 は高 価 な る真

珠 に記 録 され て い ます 。

宇 宙 の主 で あ る イ エ ス ・キ リス トを理 解 す る最 も確 か な方

法 （も し他 に も方 法 が あれ ばで す が ） は 主 の この地 球 と地 上

に住 む人 々 に対 す る関係 を よ く理 解 す る こ とで す 。

モ ー セが 告 げ られ た こと と 同 じよ うな こ と は聖 典 の 中 で く

りか え し述 べ られ て い ま す。．た とえ ば ア ブ ラ ハ ム は， 主 が こ

の地 上 で 人 類 の 瞭 い の た め 大 い な る犠 牲 を は ら うよ うに任 命

され た こと につ い て 述 べ て い ます 。

「さて
， 主 は われ ア ブ ラハ ム に， この 世 に先 だ ち て組 織 さ

れ た る英 知 た ち を見 せ た まい た りき …… …，

これ らの者 の中 に， 神 の如 き者 一 人 立 ちて 共 に在 り し者 た

ち に言 い け るは， わ れ ら降 り行 かん 。 か しこ に空 間 あれ ば な

り。 而 して これ らの材 料 を と りて， これ らの 者 の 住 ま うべ き

地 を 造 らん 。 而 して これ に よ りて彼 らを試 し， 何 にて も あれ

主 な る彼 らの 神 の 命 じた ま わ ん す べ て の こ とを彼 らが 為 す や

否 や を見 ん。

主 ， 宣 い け るは， われ 誰 を遣 わ きん か 。 一人 ， 「人 の子 』

の 如 くに答 え て云 い け るは， われ こ こ に在 り， わ れ を遣 わ し

た まえ， と。 別 の 一人 答 え て言 い け るは ， わ れ こ こに在 り，

われ を 遣 わ した ま え。 主 宣 い け るは，わ れ先 の者 を遣 わ さ ん」

（ア ブ ラハ ム ３ ：２を，２４～２５， ２７）

この天 上 の 大 会 議 で イ エ ス は ま さに この聖 句 に述 べ ．られ て





’いるようにして救い主として選ばれました
。

このことによって，イエスは自ら次のような責任を負った

のです。すなわち肉：こおいて神の生みたまえる独り子として

死を味わうこと，罪を犯す ことなく地上での生活をお くるこ

と，悔い改めの意味を全 うするためにあらゆる人々の苦 しみ

を受けること，そして自ら進んで十字架上での死をうけ，こ

れによりあらゆる墓は死にうち勝ち復活をもたらすようにす

ることです。つまり，神は・ｆエス ・キリス トを通 して宇宙を

岩創 りになりました。そしてイエス ・キリス トは天父なる神

エロヒムの偉大な計画 「人に不死不滅 と永遠の生命とをも

たらす」ことを全宇宙にわたって遂行す るたき６に選ばれまし

た。このために・イエス ・キ リス トの福音があり， この福音に

よってのみ人類は永遠の生命を得 ることができるのです。

天上の大会議で神は，今私たちが庄んでいるこの天 と地を

幽 ．
Ｏ ｏ彊 。ｏ

・評

創 造 す る権 能 を キ リス トに委 任 され ま した。 これ は 次 の聖 句 圃

で 明 らか に され て い ます ６

旨然 り而 して
， 主 宣 い け るは， い ざわ れ ら降 り行 か ん 。 神

委 最 初 に 降 り行 き た ま え り。 市 して 彼 ら， す なわ ち神 々は ，

天 と地 とを組 織 し形 造 りた ま え り」 （ア ブ ラハ ム ４ ：１）

キ リス トが この 世 に お生 れ に な る前 に この 世 と どん な 関 係

で あ った か とい う こ とは イ テル書 に あ き らか に さ れ て い ま

す 。 皆 さん方 は ジ ェ レ ドの兄 弟 た ちが 海 を渡 る た め に数 隻 の

舟 を 造 った こ とを思 い 出 さ れ るで し ょ う。 これ らの・舟 の 内 部

を照 らす た め に， ジ エ レ ドの兄 弟 は シー レム 山へ 行 って 岩 か

ら１６の 小 さな 石 を溶 し出 しま した 。そ して「海 を渡 る間 われ ら

の 所 を照 す」．た め に主 が 自 ら指 で石 に触 れ られ る よ うに主 に

願 い 求 め ま した． ジ エ レ ドの兄 弟が 祈 っ た時 に主 は手 を 伸 ば

し一 つ 一 つ 石 にそ の指 を触 れ られ ま した。 この時 ジ エ レ ドの

２１８

兄 弟 は そ の強 い信 仰 に よ り， 主 の指 を 見 る と とを 許 され ま し

た。 （ボイ ド Ｋ． パ ッカー長 老 著 「信 仰」 ６０ペ ー ジを 参 照 ）

さ らに， ジ エ レ ドの兄 弟 は その 強 い 信仰 の ゆ え に主 の御 姿 を

見， 主 は次 の よ うに お おせ にな り ま した 。

「見 よ
， わ れ は わが 民 を贈 うた め に創 世 の 前 よ り備 え られ

た る者 な り。 われ は イ エ ス ・キ リス トな り。 … … … わ が 名 を

信 ず る一 切 の者 は われ に よ りて 永 遠 に光 を受 け… … …

汝 らが わ が形 に ふ た ど りて造 られ た る こ とを 今 汝 は 見 ず

や。 最初 に一 切 の人 々 は わが 形 に か た ど りて 造 られ た り。

見 よ， 今 汝 が見 る この体 は わが 霊 体 な り。 わ れ は わ が霊 の

体 にか た ど りて人 を造 れ り。 わ れ は今 わが 霊 の ま ま汝 に現 わ

る る と同 じ形 の 肉 体 を 具 え て わ が民 に もま た現 われ ん 」 （イ

テル ３ ：１４～ １６）

イ エ ス ・キ リス トに つ い て よ く理 解 して い る人 ， ま た主 の

神 聖 な霊 感 に導 か れ て 証 を得 た人 な ら誰 で も主 の生 涯 の記 録

を読 む 時 強 い 感 動 を 覚 え るで し ょう。 この よ うな人 た ち は イ

エ ス ・キ リス トが 創 造 主 また 救 い 主 と して宇 宙 の主 で あ る こ

と を示 す た め に言 われ た こ と， 行 わ れ た こ とを理 解 で き るの

で す。

た と えば ， イ エ スが １２歳 で 神 殿 に行 か れ た 時 の話 に そ れ を

見 る こ とが で き ます 。 そ の時 ， イ エ ス は両 親 に 答 え て ， 「…

．… …私 が 自分 の 父 の家 に い る はず の こ とを ， ご存 じな か った

の です か」（ル カ ２ ：４９） と言 わ れ ま した 。 これ は そ の 時 す で

に イ エ ス は御 自分 が 何 者 な のか とい う こ と と， この地 上 で の

使 命 に つ い て あ る程 度 知 ６て お られ た とい う こ とを 明 白 に物

語 って い ます 。 ま た， ・イエ スが バ プ テス マ を 受 け られ， あ ら

ゆ る人 が従 うべ き模 範 を 示 され た こ とか ら も うか が え ま す 。

同 様 に， 井 戸 の そ ばで サ マ リヤの 女 に 言 わ れ た言 葉 か ら も こ

の こ とが うかが え ます 。 「こ の水 を 飲 む 者 は だ れ で も， ま た

か わ ぐで あ ろ う。 しか し， わ た しが 与 え る水 を 飲 む 者 は ， い

つ ま で も，か わ くこ とが な い ば か りか，わ た しが 与 え る水 は ，

そ の人 の うち で泉 と な り， 永 遠 の命 に至 る水 が ， わ きあ が る

で あろ う。」 （ヨハ ネ ４ ：１３～ １４）

ラザ ロの墓 の と ころで ， マル タ に答 え て言 わ れ た 次 の言 葉

に もイ エ ス の神 聖 な使 命 を見 る こ とが で き ます 。 「主 よ， も

し あな た が ここ に い て下 さ っ た な ら，・わ た しの 兄 弟 は 死 な な

か った で し ょう」， 「わ た しは よみ が え りで あ り， 命 で あ る。

わ た しを 信 じる者 は デ た とい 死 ん で も生 き る。 ま た， 生 きて

い て ， わ た しを 信 じ る者 は， い つ ま で も死 な な い」（ヨハ ネ

１１：２１， ２５～ ２６）



ゲ ッセ マ ネで全 人 類 の苦 しみ を受 け られ， 命 を捧 げ られ た

十字 架上 の イ エ ス に， ま た最 初 に復 活 され た 朝， マ リヤ に話

しか け られ た イ エ ス に主 と して の使 命を 見 る こ と が で き ま

す 。

「わ た しに さわ って は い け な い
。 わ た しは， まだ 父 の み も

と に上 って い な い の だ か ら。 た だ， わ た しの兄 弟 た ちの所 に

行 って ， 『わた しは，、，わ た しの 父 ま た あ な たが た の父 で あ っ

て， わ た しの神 ま た あな た が た の神 で あ られ る か た の み も と

へ 上 って行 く』 と， 彼 らに伝 えな さい 」 （ヨハ ネ ２０：１７）

ま た， イ エ ス ・キ リス トは 天 父 と共 に 聖 な る森 で ジ ョセ フ

ス ミス の前 に御 姿 を 見 せ られ ， 天 父 が ， 「こは わ が 愛 子 な

り， 彼 に聞 け」 （ジ ョセ ブ ・ス ミス ２ ：１７） と仰 せ にな られ

た こ とか らも私 た ち は イ エ ス の使 命 を理 解 で き ます 。

次 の ヨハ ネの 証 は ， イ エ ス が この地 上 の主 で あ る と同 時 に

宇 宙 の主 で もあ る とい う こ とを は っき りと示 して お ります 。

「わ れ
， 世 の い ま だ あ らざ りし始 め に彼 在 り しと言 う彼 の

栄 を見 た り。 （イ エ ス ・キ リス トは） す な わ ち， 世 の光 に し

て， 世 の膿 い主 ， 世 に来 れ る真理 の 「み た ま」 な り。 そ は世

は彼 に依 りて造 られ ，人 の生 命 と人 の光 と は彼 に よ りて あ り

た れ ば な り。 諸 々 の世 は彼 に依 りて 造 られ ， ま た人 は皆 彼 に

依 りて造 られ た り。 また 万 物 は彼 に依 り， 彼 を通 じ， 彼 に因

りて造 られ た り」 （教 義 と聖 約 ９３＝７， ９～ １０）

次 に述 べ るジ ョセ ブ ・ス ミス と シ ドニ ー ・リグ ドンの証 も

イ エ ス ・キ リス トに つ い て よ く物 語 って い ます 。

「・・… ・… わ が主 の １８３２年 ２月 １６日
， 『み た ま 』 を 感 じ， 神

ひど

に関する物事を見て覚るよう， 『みたま』の能力によりてわ

れ らあ眼は開けわれらの覚 りは明るくなれ り。すなわち，誠

に始めよ り御父の懐に在 りし，御父の生みたまいし独子によ

りて，御父の定めたまいたる創世の前に始めより在 りし物事

を見て覚れ り。われ らこの御方に就きて証をなす。その証は

すなわち御子イエス ・キリス トの完全なる福音にして，われ

らは天界の示現の中に御子にまみえ御子 と言葉を交えたり。

「而して，われ ら御父の右に御子の栄光を見，その無上完

全なるものを受けたり。またわれ ら，聖き天使らおよび御摩 ．

の前に聖とせらるる者たちが神と子羊とを拝み， しかも永遠

に神と子羊とを拝むを見たり。さて， この子羊に就きて為さ

れたる様々の証の挙句，われらの為す最後の証は，すなわち．

『華は実に生きたもう』こと是なり。われらは，彼がすなわ

ち神の右に座 したもうを見た り。また，御父の生みたもう独

子なりと証 したもう声を聞けり。すなわち諸々の世界は彼のｒ

手により，彼の手を経て，また彼に因りて先に作 られ，また

現に作 られ，これに住む者たちも皆神より生れたる息子 と娘

なることを証 したもう」 （教義と聖約 ７６：１１～１４，２０～２４）

最後に私の証を述べたいと思います。

今まで引用 した数々の証，すなわちイエス ・キリス トが宇

宙の主であるという証は真実であります。また，イエス ・キ

リス トは私たちの救い主であり，イエス ・キリス トの福音は

全人類のためのものであり，この福音によってのみ人間は今

もそして今か らのちもたえず昇栄への道を歩むことができる

のです。

イ エ ス ・キ リ ス ト

全き神の姿 にて

人の中に住みたもう至高者

御父に委ねられた天地の創 り主

エホバ，始めもな く終 りもな く

過去，現在，未来，永遠にまします御方

御父は呼ばれた

わが選びの子

わが愛する子

わが生みたる霊の長子

肉体にありし独 り子と

はじめにありし言，そは神と共にあ り

神であった

言は肉体となり人々の中に住まわれた

この世のすべてのものに卓越して……

ベツレヘムのみどりご

ナザレの少年

悲しみを知 る憐みの御方

私の，そしてあなたの

長兄である御方

１し

ジ ェ ー ム ス Ｅ． タ ル メ ー ジ ．

亀

２１９

、．一





し

「

天 使 モ ロ ナ イ， モル モ ン経 を あ らわ す

古 代 の記 録 が １，４００年 の 間 ，世 界 か
㍗ ら隠 され た 後

， 天 使 モ ロナ イは ジ ョ

セ ブ ・ス ミス にそ の 記 録 を あ らわ し

た 。 ケ ン ・ライ リー の 原 画 は テ ンプ

ル ス ク ェ アの 訪 問 者 セ ン ター に か け

られ て い る。

あ な た が た’は 聖 書 を

１知 ら な
い か ら ．

ξ

思 い 違 い を し て い る
〔

十 二 使徒評 議員 会補 助

マ 「１リ オ ン Ｄ． ハ ン ク ス

）
．

齢↑べ 「

とん．どの人は，同胞に対 して情深 く，正 しく．あろうとすほ ．

るものです。人間はいや しい ものごとから離れて高 くな

ろうと努めます自分は高いところを見つめ よ う．と努力しつ
「
つ，他の人もそうなれるように助けます。その一つのあらわれ

は人に見識 と力を与えるぼう大な数の本が，世の人々に読ま

れていることです。心身を高揚させる法，献身的な生活法，友
』
だちを得も法，心を呼びさます法，自分を勇気づける法，安

心する法，あき らある法，信ずる法，幸福になる法，安定を

露 る法，祈 り方，愛 し方といった数限 りない本が出版 されて

います。その中には良書といわれ，多 くを教える建設的な本

があります。そレてそれ らの本に大きな影響を及ぼ している ．

最良め書が聖書 という本です。この 「神聖な書物」にはさら

にモルモシ経，教義と聖約，高価なる真珠がふ くまれます。

ほとんど誰にで も入手できるこれ らの書物が人々』に読まれて

いなかったり，認識す らされていないことは奇異なことでは

罵． ありませんか。 しか もその書物には，人の言葉や考えや助言
亀

以上のものが，．すなわち教え，神の真理，神が人々に対 して

なさった事柄，人左への憐み，関心，愛の話などが含まれて

いるのですｏ ＆

私たちにとって聖書はどんな点において大切なので しよう

か。私たちは何回読んだで しょ．うか。どれほど得るところが

あったで しょうか。どれほどよく理解 しているで しょうか。

ほとんどの人が持っていて， しかも手に入れやすいにもかか

わらず，我々の中にも聖典を読んでいない人が大勢います。

世の人々の中では，読み方 も理解のし方も知 らない人がほと

んどです。私たちはしばしば聖典の知識や理解に欠けること

があ ります。節や物語を知っていても，節の前後関係や聖句

の書かれた周囲の状況，その目的を知 らない人がいます。

なぜ聖典を読まなければならないのでしょうか。聖典を読

む ことにはどんな利点があるのでしょうか。 どれほど役に立

つので しょうか。どうした ら聖典を好 きにな り，理解できる

ようになるので しょうか。聖典はどのようにして世に出たの

で しょうか。どう読むべきなのでしょうか。

聖典は特別に学者のために書かれたものでもな く，教科書

でもあり．ません。聖書は，哲学，倫理学，人間関係について

他と比べようのないほど秀れた教えと見識を備えています。

すば らしい詩，驚 くべき歴史，意味の深い神学，当を得た格

言が記されていますが，これらは聖典本来の目的ではありま

２２１
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せん。聖典はごく普通の人々に，霊的な導きを与えるために

書かれました。聖典の言葉は神の御言葉であり，神と神の子

供たちの間をつなぐものです。数世紀にわたる神の子供たち

の信仰，願い，経験を書いた宗教的な書物揮聖典なのです。

人 々にとって，神の愛 関心，憐みの御言葉は大切なもので

す。聖典はいつでもその時にただ一・つ しか存在しない御意を

教えて，神 と人 とを一つの考えにむすびます。そして神が人

間に関与したもうことや，神と人との関係に照らして人がど

う郊 うものであるかを教えています。聖典の主題は神 と人 と

にしぼられます。

ジョセブ ・Ｆ ・スミス大管長は，聖典に親しむ目的とその

結果についてすぐれた洞察をしています。

「聖典が霊感豊かで神聖である理由はとりわけ，書かれた

精神と，信仰を持ち誠実に読む人が豊かな霊性を受けること

に他ならない。従って，聖典を読むにあたっては，その書か

れた目的に沿わなければならない。

聖典は人の霊的資質を伸ばし，神と人との関係についそ啓

示し，その絆を強めるものである。霊的なことに心を向けて

いる者，霊的な真理を求あている者は，他の聖典と同じくｇ

聖書を読むべきである」 （ジュー ・ビナイル ・インス トラク

２２２

ター １９１２年４月号 Ｐ．２０４） 、

聖典を読むことから来 る本当の祝福は， 「豊かな霊性」を

受け，「霊的資質」を伸ば し，「私たちと神との間の絆」が強

くなることであります。

ブリガム ・ヤング大管長はそれに重要なことをつけ加えて

います。

「新旧約聖書を注意して読むと，古えに人に与え られた啓

示の大部分は，日常に必要なことに関係 していることがわか

る。我々はそれと同 じ道に従わねばならない。聖典およ響モ

ルモン経にある啓示は，我 々に模範を示 している。教義と聖

約は教会に対する直接の啓示である。以上の聖典は我々を導

く。我々はこの聖典をなおざりにしたり，すたれさせたり，

片すみに置いて意味のないものとはした くはない。毎 日，主

イエス ・キリス トの啓示を受け，聖霊と共にありたいのであ

る。そうなれば，我々はもはや暗やみを歩 くことな く，生命

の光の中を歩 くので毒る」 （説教集第１０巻 Ｐ．２８４ １８６３年１１

月 ６日）

復活はないと主張 していたサ ドカイ人がキリス トにむかっ

て復活 した時の結婚について冷やかに質問しました。すると

キ リス トは，復活はすべての人にとって大きな意味があるこ

とを話 されました。 「あなたがたは聖典を知 らないか ら，思

い違いをしている」 （マタイ２２：２９）

私たちもみんな聖典を知 らないから，思い違いを していま

す。予言者の書物は，私たちや私たちの時代と大いに関係が

あります。私たちの時代とは違 う時代に違 う状況下で書かれ

たとはいえ，聖典はあらゆる時代，あらゆる国々，あらゆる

世代，あらゆる人４に通用するものです。聖典のあらゆる質

問，．助言，訓戒，指示，誠命，約束は現代に生きる私たちす

べてに大切なのです。神はアダムに尋ねられました。 「あな

たはどこにいるのか」（創世紀 ３：９）同じように，’神は今

日の私たちにあなたはどこにどのように生きているかと尋ね

られます。

聖典には，私たちのあらゆる問題に対する助言とあらゆる

要求に対する答がのっています。多 くの時代と翻訳を越えて

聖典は現代の人にマッチした現代における教えを含んでいる

のです。

聖典には，神，キリス ト，人間，人間と天父や御子との関

係に関する真理が教えられています。 これ らの真理を学ぶ こ

とはすばらしい経験です。全能なる神について，御子につい

て，さら主の霊感により選ばれその導きに従って人々を導 く ・



「聖 典は学者のために， また教科書 と して書かれ たのではな く，

たので ある」 とハ ンクス長老 は語 ってい る。

ふつうの人々のために書かれ

聖き予言者による福音の回復についてその証を持つことほど

大切なことはありません６１８３２年に書かれたジョセブ ・ス ミ

スの言葉を読んでみましょう。

「聖典を研究せよ。我々が公けにした啓示を研究せよ。そ

して，御子イエス ・キ リス トの御名によって，天父に真理の

証を求めよ。そうすれば，他人によってでな く自分でそれを

知ることができるであろう。もはやあなたは，１神の知識にお

いで人に頼る者ではなく，推測する必要がな くなる。それゆ

え，われ らは今一度言 う。神の啓示を研究せよ。予言を学び

神が世の聖見者，予言者と認めたもう人を喜べ。そして世の

人４と親 しめ。己れを潔 くし，同 じ栄光に昇 り，自身を見．

知るのは，あなたの特権である。求めよ，そ うすれば，与え

られるであろう。捜せ，そうすれば，見いだすであろうσ門

をたたけ，そうすれば，あけてもらえるであろう」（教 会 歴

史記録第 １巻Ｐ．２８２～８４）

主イエス ・キリス トについて，ペテロはイスラエルの人々

に 「サムエルをはじめ，そ の後つづいて語ったどの予言者 も

みなキリス トの降誕を書き記 し，キリス トの降誕を持ち望ん

だ」と教えています。 このように，イザヤ書，詩篇， ヨブ記そ

して旧約聖書全体を通 じて予言者たちは輝やかしいキリス ト

の使命を予知して予言 しています。モルモン経のヤコブは，

「……私たちよりも先に出たすべての聖い予言者たちは，…

…キリス トを信 じ，その御名によって御父を礼拝 した」 （ヤ

コブ ４：４～ ５）と証 しています。

聖典中最も力強いキ リス トの証の一つに，エルサレムか ら

ガザに旅するピリポに直接下った主の使いの話があります。

ピリポは天使の話の通 り，予言者イザヤの書を読んでいるエ

チオピヤの宙官に出合いました。聖霊の導きのままに，ピリ

ボはその人に近づいて，読んでいるものがわかるかどうか聞

きました。その人ばピリポから聖句の意味を教えて もらいま

した。その聖句というのは， これでした 「彼はほふ り場に引

かれて行 く羊のように，また，黙４として，毛を刈る者の前

．に立つ小羊のように，口を開かない」 （イザヤ５３＝７ 使徒

行伝 ８：３２）

「そこでピリポ臆 口を開き， この聖句を説 き起 して，イエ

スの こ とを宜 べ伝 え た 」 （使徒 ８ ：３５）．

この 結 果 宙 官 は ピ リポ に よ りバ プ テ ス を受 け， 新 しい生 活

の方 向 を示 して も らい ま した。 パ ウ ロ は テ モ テ に， 聖 典 と は

キ リス ト・イ エ ス に対 す る信 仰 に よ って 救 に 至 る知 恵 を ，あ な

た に 与 え う る書 物 で あ る」 （２テ モ テ ３：１５） と教 え ま した。

私たちは聖典で，初めに人は神と共にいて，キ リス トの瞭

いと自分自身の信仰，従Ｊ頃，愛と義しく耐え忍ぶことにより
コ ゼ

プ

再び神と共に住めることを教え られています。：地球は人間の

ために造 られて，私たちは 「悪魔に身を任せるかあるいばみ

たまの導きに従 う」かどうかを選ぶため地に送 られ允という、

ことを学んでいますσ生命は永遠である故に，’意味があ り．ま

す。人間は神の子供であって，天父の性質を受け継いでいま

す。 神の子供たちに下 したもうた計画は 「贋いの計画」「，

「慈悲め計画」 「幸福の計画」 として知 られています。永遠

の存在である神の子供たちに，．この世の生活と， 「すべてを

、２２３ ．
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得 るか，すべてを失うか」の選択をする自由意志が与えられ，

祝福 されています。救い主はとりつぎをなしたまい，予言者た ．
ロ を

ちには愛により私たちに教え，私たちのために生命を捧げる

ようにと召されました。神聖な賜物を与え られ，地上で生活

する間に進歩することを許された人間には，神と共に住むた

めに神め偉大な業に協力するならば無限め司能性とチキンヌ

が与えられます。研究と奉仕と主をあがめ敬まうことにより

人ほそのことを知 ります。、人 はそのだめに地上に い る ので

鋤。聖典と予言者は人に知識と霊感とけん責を与える泥あに

あるのです。

多 腿 ・

バ

＼

番
”
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聖典の神学には人に神を感 じさせ，神の御言葉を実行させ

生活にとり入れさせるという大切な目的があります。人の持

つ神への愛と人と神との関係は，あらゆる人々に対する関心

や兄弟愛に固 く結びついています。聖典で は霊性と道徳性が

一致 しています。聖典は，正 しいことや生活の方法を教える

だけでなく，人が正 しいことを知 りどう生きるかを自分自身

で知．る助けにもなります。、

，聖典を前に読んだ時にはとても興味深 く読んだけれども，

．最近は全然読んでいないという人に対 してアルマが人々に投

一げかけた質聞は特に大切です。，アルヌは，父親や自分たちに

１２２４

セ

対 す る主 の御 心 と， 神 の深 い お ぼ しあ し によ って もた らさ れ

．た信 仰 を思 い 出 』して
， 次 の よ うに尋 ね ま した 。

「今 もそ う思 え るか 」 （ア ル マ ５ ：２６）

私たちは，神のことをいつもよく知 っていて，関心を絶や

さずデ神の業に携わる資格を失おないようにする必要があり

ます６違 う臨 違 うところで記 された神 と人との蘭係を教え

る書物は，それを読む，私たちの日常生活にもよくあてはま

り，．学ぶべきことを多 くふ くんでいます。その昔，さまよい

歩 く気 まぐれな子供たちにさえも神の愛 と慈悲があつだこと

を聞 くと，現代においても神ほ確かに私たちを愛 して下さり

祝福をた くさん受 けるように望んでおられることを知り力強

く感 じるのです。私たちは誠命を力とな して，自分に神の望

みたもうことや神の御意志に従 うだけの能力があることを感

じな くてはなりません。．

これが私たちに必要なことであ ります。私たちは心静かに考

える時， 自分にそれが必要であることを知 ります。それは，１

私 た ちが 本 当 に神 の息 子 ， 娘 と な りた い な らば， そ して，神

の創造の業にともにたずさわって，永遠に神と共に住みたい

と思 うならば，必ず行なわなくてはならないことです。

「若い時」，伝道に出ていた時， ５年前， １年前でも私た

ちが行なった福音 と聖典の研究は十分ではありません。ある

人が言ったように， 「いつも何かがある」のです。生きてま

しまし，啓示をたまい，御意を伝えて下さる神が お られ ま

す。生きた予言者がいます。人生はめまぐるしく，経験と冒

険に満ちています。毎日の生活には経験の機会が数限りな く

あ ります。私たちはわずかばかりの時を過 してきて，思索．し

絶望や悲 しみや不安に涙を流 し，心か ら祈 り、もっと愛の深

い者となるべきことを知 りました。私たちは歴史始まって以

来最も優 しく，最 も情け深い，、神のような方と共にいること

が必要です。その人の直面 した問題，その人の耐えた悲 しみ

試しの時に表わした忍耐と寛容と愛をくり返 して，、読む必要

があります。私たちはその御方が私たちのたあになしたもう

た数々のことをもう一度考える必要があります。私たちに，

神のなしたもう善や比類のない力についてめ知識を新たにし

なくてはなりません。私たちは，．信仰，悔い改める勇気，従

Ｊ頂になろうとする、力，聖霊に対する敏感な心をもっと大きく

しなくてはなりません。．

私たちが聖典を読みなが ら，幸福の計画のおとずれを人々

にわけ与える責任と，そのための力を感 じとるならば，上記



「私 た ち は歴 史 始 ま って 以 来，

要 で あ る。 」

最 も優 しく，最 も情け深い， 神のよ うな方 と共 にいることが必

の祝福にましてさらに多くの祝福が与えられます。

人は自らを神の手にゆだねることができます。また，神よ

り任命され神の導 きに従って教え，導き，証 しする指導者を

信頼することができます。私たちは神の御意 神がなさった

こと，神が望んでおりたもうことを知 りたいと思 って い ま

す。人の意見ではなく， これこそが私たちの安全で確かな道

なのです。

リニハイとニーファイが見た示現の中で，暗やみを何時間

も歩いて神の愛の木にたどりつき，木の実を食べた人たちは

素晴 らしい祝福を知ったのち，す ぐに神が愛しておられる他

の子供たちにもそれを食べさせたいと思いました。 これが聖

典の精神であり，福音の真ずいです。その昔，不完全であり

なが らも，その精神に忠実であろうと努めた人４と同様に，

これはすべてこの人が努力して達成 し得 るチャレンジです。

けれども，それは聖典に示 される神の御言葉に絶えず従い，

永遠の真理を実行 し，神より与えられた目的を達成するため

の導きと力と信仰を見出して こそはじめて可能なことなので

す。

聖 典

私は，限られているとはいえ，イエス ・キリス トの福音や，私たちの救いのため

に啓示 されてきたことを知って，教会や人 々に奉仕する機会のあることを心より感 ・

謝 しています。私たちは世の入々にはないた くさんの祝福を受けています。世の人

々はその祝福をいただ くことができるのに，受けようとしないのです。特にユダヤ

人に対 して救い主が述べ られたように，ちょうど，めんどりが翼の下にそのひなを

集めるように，主は世の人々を幾たびも集めようとなさったのです。しかし，人々

はそれに応 じようとしませんでした。

私たちは世の人よりどれ程恵まれているかに目をとあで下さいぴ私たちは，古代

イスラエルの予言者に与えられた啓示と，地上にお ちれた時の救 い主や一世紀に弟

子たちにより与えられた啓示を持っているだけではありません。主は今 も話 し続け

られ，その他の人々にも多 くの啓示を与えておられます。私たちはその啓示を持っ

ています。私たちは福音の原則がはっきり述べてあるモ ルモン経を受ける祝福にあ・

ずかっているので，つまつ くことはないのです。１また，特に末日聖徒イエス ・キリ

ス ト教会と全世界に与え られた啓示の記されている，教義と聖約を与え られていま

す。

．私はすべての正直な方々に，聖書以外に 「モルモン経」と 「教義と聖約」と 「高

価なる真珠」を読んでいただきたいと思います。私たちは何とすば らしい特権にあ 』

ずかっていることでしょうか。分裂に分裂を重ねたいわゆるキリス ト教界では，聖

書に神のすべての御言葉がのっていると主張 しています。彼 らに，主は啓示をお与

えになりませんで した。天か ら助言や忠告を与える方法，すなわち啓示がなくなっ１

てしまったと彼 らは教えているが実際には自ら正 しい経典と呼んでいる聖書の中 に

鮎

啓 示 が存 続 す る と書 か れ て い る ので す。 （ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ィ ン．グ ・ス ミス副 管 長 ）

「

Ｌ㌔「

ｄ
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ジ ョセ ブ ・ス ミス最初 の見神 ：この絵

は，１８２０年 に御父 と御子 よ り答 え

を受 けた少年 ジ ョセフの信仰深 い

祈 りを表わ して いる。 ケ ン ・ライ

リーの原画 はテ ンプルス クェアの

訪問者 セ ンター にかけ られ て い

る。

あ なたが たの うち知 恵 に
周
，１

不足 してい る者 があれば

七十人最高評議員

ブル ー ス Ｒ マ ッコ ンキー 長 老

なたが，個入的に啓示を受けてか らどれほど経 ちましたあ

か。神が霊感のみたまによって，あなたに知恵を与えたも

うてからは ？ 勉強だけでなく信仰によって学んでか らは？

この質問に答えるたタ），・
、次のことを考えてみましょう。

啓示とは何か ？

ジェームス ・Ｅ ・タルメージ長老はこ・う書いています。

「……啓示という言葉は天からの交通によって神の真理を知

らせるという意味がある」 （信仰箇条の研究Ｐ．３９３）

このように，神が話 したもう時，天使が人間に導きと恵み

を施す時，聖霊が人々に真理を顕わす時，神についての夢と

示現が与え られる時……それらはみな啓示です。人々はこう

して，他では知 り得ない方法で，霊的な能力，知識 学問，

知恵，真理，今も永世にもわたって真実なものを知ることが

できるのです。

だれが啓示を受けることができるのか ？

もちろん，使徒，予言者は言 うまでもありません６だが，

神と人との間の伝達 ラインは数人だけに開かれているので し

ょうか ？または，神は入を差別しないで，神の目にはすべて

の人が大切であり，律法を守って神の示現を受ける資格のあ

る人々にも，示現を与えたもうのでしょうか ？

職 二

ジョセブ ・スミスはヤコブへの手紙の聖句を読みました。

「あなたがたのうち，知恵に不足 している者があれば，その

人は，とがめもせずに惜 しみなくすべての人に与える神に願

い求めるがよい。そうすれば与えられるであろう」 （ヤコブ

１：５）

そ して，みたまに導かれて，ジョセブはこの時満ちたる神

権時代が始まる糸口となった祈りを捧げたのでした。 ジョセ

ブは神に願い求めました。そして，神は彼に答を与えたまい

ました。私たちがジョセブ ・スミスと同 じ程度の信仰と純粋

さをもって神に近づけば，同 じことが起るでしょうか ？ある

いは，これは一時期の一個人に限られるのでしょうか ？

聖句には 「あなたがたのうち，知恵に不足 している者があ

れば，願い求めるがよい」そうすれば，神は，すべての人に

どこででも，扉を開けて，知恵を与えて下さると言っておら

れます。福音の神権時代に導きを与え るた め に天父と御子

が，一人一人に現われたまわないことは確かですが，必要に

応 じて私たちは信仰により知恵と導きを受けることができま

す。

教会の会員はバプテスマの時に聖霊の賜を受けました。こ

れは，私たちが信仰を持ち続ける時に絶えざる聖霊の導きを





「すべての教会員が啓示を受けられるかどうかではな く，受けているかどうかが問題である」

受ける権利を確保 したということです。ジョセブ ・ス ミスは

教えています。 「何人たりとも，聖霊を受けずしで，啓示を受

けることなか らん。聖霊は，啓示を与え給 うお方なるがゆえ

バ
な り」 （ジ ョ セ フ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミ ス ，’予 言 者 ジ ョ

セ フ ・ス ミス の 教 え Ｐ．３２８）

ノ

Ｎ

教会に対する導きと指示に関する啓示は，教会を治めるよ

うに神よ り聖任 されたただ一人の方を通 じで与え られます。

教会全体に対する啓示は，主のぶどう園の鍵を与え られてい

る人だけを通 じて与えられます。けれども，救いは個人個人

の問題です。教会の会員は，聖霊から個人的なことで霊感と

導きを受ける資格を与えられており，またそうするように教

えられています。

「主なるわれはわれを畏るる者に恩恵と憐み乏を与え
，終

りまで義 しく且つ真実にわれに仕 うる者に誉を与 うるを喜ぶ

者なり。彼 らの得る報いは大き く，その栄は永遠なるべ し。

われは彼 らにすべての奥義，すなわち……わが王国のあらゆ

るか くれたる奥義を知 らしめ……誠に永遠の驚異をも彼 らは

知 らん。また，やがで起 るべきこともわれ彼 らに示さん。す

なわち多 くの代のことを彼 らに示すべし。而 して，彼 らの智

恵は大いなるものとな りてその覚 りは天に届かん……そはわ

２２８

が 『み た ま」 に よ りて彼 らの覚 りを開 き， わが 能 力 に よ りて

わ が 意 の秘 密 を彼 らに知 ら しむ れ ば な り」

（教 義 と聖 約 ７６：５～ １０）

これ と同 じ原 則 に つ いて ， ジ ョセ ブ ・ス ミスは 次 の よ うに

述 べ て い ま す。 「… …神 は， 十 二 使 徒 に知 らせ ん とす る こ と

以外 には， 何 事 も ジ ョセ ブ に啓 示 した まわ な か った 。 実 に い

と小 さ き聖 徒 に す らそ の理 解 力 に応 じて， す べ て を 知 り得 る

よ うに な した も うた の で あ る 。」

（予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス の教 え Ｐ．１４９）

す べ て の教 会 員 が啓 示 を受 け られ るか ど うか で は な く， 受
の

けているかどうかが問題です。事実，啓示は信仰厚い者にお

のずと与えられるものなのです。

もし啓示を受けないとしたら，その人 の将来は狭められて

しまいます。神は聖霊の力によって聖徒たちに話 したまいま

す。聖霊の声に聞き従 う聖徒たちは，人生の導きと神に対す

る従順 さを失わない権利を持っているのですが，聖霊の声に

聞き従おうとしない人たちに，その権利はありません。

どのようにしたら啓示を受けられるか ？

もし，私たちが学び，祈 り，従順であるな らば，つまり，

神が啓示 したもうたことを学び，心 の中でよ く考え，正直な

心 と信仰をもって尋ね，答えを得 られると信 じて啓示の意味

を神に尋ね， さらに深い意味を神に求めるな ら，また，聖霊

は不潔な体には宿 りたまわないので，聖霊が私たちとともに

あるように潔 く，正 しい生活をするならば，私たちは啓示を

受けることができます。

この真理については二つの説明で十分でしょう。

その一，主はオリヴァ・カウ ドリに述べられましたα 「…

…汝ある知識を受 くべ しと信 じて信仰をもて真心より求む る

如何なる事の知識をも，これを得んことは汝の神にして汝の

贈い主なる主の今生きて在るが如 く正に確な り。然 り，見よ

われ今汝に来 りて汝の心の中に留るべき聖霊によりて汝の智

と情に告げんとす。そもそも，見よ，これは 啓 示 の 「み た

ま』なり……」 （教義と聖約 ８＝１～ ３）
ξ

カウドリ兄弟は意味を理解 しようとしましたが，信仰 と準備



カ１悪縦 めにそれが摩 ま遡 でした．

そ の二 ，．ニ ー フ ァイ の兄 弟 た ち は，父 リー ハ イ の教 え に反 抗

しました。 「見よ，交の冒葉は何めことだか解 らない」と兄

弟たちが言 うと，ニーファイは 「あなたがたは，主に尋ねた

か」と言いました。兄弟たちは， 「主に尋ねてはいない。主

はこんなことをわれわれに知 らせないからである」と言いま

した。 ニーファイの答えの中に，私たちは，啓示を求めるた

めに必要な大切な原則を見出すことができます。．「あな牟が

たが主の言いっけを守 らないのは何故であるか。あなたたち

の心をかたくなにして亡びを招 くのは何故であるか。主がこ

れまでに仰せになったことを憶えていないのか。主は 『もし

汝 らその心をかた くなにせず，答を受 くと信 じ，固き信仰を

持ち，わが誠命を勤勉に守りてわれに願わば必ずとれ らのこ

とを汝 らに示さるべし』と仰せになった」 （１・ニーファイ

１５１７～１１） 結論は啓示を受けなさいということです。

末日聖徒として私たちの責任は，啓示を受けることです。

私たちは他人の証詞だけに頼ってはなりません。自分で知 る

祈

．よ う に望 まれ て い ま す 。 リーハ イ は示 現 を見 て， ニ ー フ ァ イ

にそ の こ とを 話 しま した 。 す る とニ ー フ ァイ は， そ の示 現 を

自分 に も見 せ て 下 さ るよ うに と信 仰 を も って主 に 願 い ま し

た 。・

例 え ば， 私 た ち は モ ル モ ン経 を読 み ， 心 の中 で そ の内 容 を

よ く考 え， そ の後 に， そ れが 真 実 な も のか ど うか を 神 に尋 ね

るべ き で あ ります 。

啓 示 者 であ る聖 霊 の力 に よ って ， そ の 真 実 で あ る こ とは，

私 た ち に知 らされ ます 。 そ して ， そ れ だ けで な く， 「聖 霊 の

力 に よ って 一 切 の事 の真 実 で あ るか ど うか が あ な た た ち に解

る」 の です 。

啓 示 の器 は 今 や満 た され， 交 通 の道 は確 立 され て い ま す。

あな た が個 人 的 な啓 示 を受 けて か ら， ど れ ほ ど経 ち ま した

か ？ 神 が霊 感 を与 え るみ た ま に よ っ て， あ な た に知 恵 を与

え た も うて か らは ？ 勉 強 だ け で な く信 仰 に よ って も， 学 ん

で か ら どれ ほ ど経 ち ま したか ？ あ な た はい つ そ れ らの こ と

を経 験 しま した か。

り’

槻 １．韓 噛 きと力を職 て・、・～ず・にも在 します・ しか し・』鞄 の臨在と力とは・澗
なけ桝 ゆ 子 らにもたらさ構 せん・ ’求めよ・そうすれ｝ギ，、駅 らμ るであちう・擬

．、そ うす れ ばｐ 見 いだ す で あ ろ う。 門 を た た け， そ うす れ ば，．あ け て、も らえ るで あ ろ う」 入 は聖

霊 を求 め， 聖 霊 と共 に歩 む こ とが で き ます 。廿 れ ど も祈 りに よ って 心 の窓 を開 か な けれ ば， そ

廉 全 く気がつカ・ないもので翼 それは，祈 りがこの大 きな力を心晦 れさせ； とどかぜる方

法であるか らです。．との聖霊マ）力こそ，人に助 けと恵みを与えるのです。で渉から，私たちが

Ｆ、う、い う状態晦 としたら注 ρ助 けを得ないで誰 が諏 が う錯 く人生唯 険艀 海

，乗 り嘩えて安牟に歩み，幸福に塗るζとができるでしょうか。私たちが心か ら聖霊を求め，心

を開けないと，聖霊は，ゴスピリ・ッ：トを私たちに下すことも，それに気づかせることも，１与える ・

こ、ともでき．ません。、 『 ・

天交の御許からどんなに遠 くあちう’とも，子供の叫びは聞かれないことはありません。それ

は子供にはすぐにも神様やその叫びに答えて くれる人々に聞いてもらう方法があるからです。

桝 鱒 ．遠 侮 峡 るおとずれ燗 くため送信機胴 調するよ う私たちの受信機を工夫する

、のも忘μてはなりません。そ ケして，神と聖霊と真理 と共に歩まなければならないの です。 も
．し

，’お、とずれをキャ・ッチ した ら，同調 しなければな りません。．祈 りがその方法です。１心に怒、り馳

や苦 しみがあ りますか ？ 私はそう．いう状態の時，祈ることができません。けれども祈ると，

．やがτ斥 ういう状態から朗 臨 ζとができま夷 ’神の諦 を守ρ・正し備 ネ申蜥 れば ：馳

自然に完全な一致と調和 した状韓になるのです。肉体の耳に言葉として聞えないで、じょ’う渉私 ’
’

の霊 に は，・祈 りに答 荏て 下 さ う天 父 の 御 言 葉 が 聞 え るで し ょ う。

メル ヴ ィ ン Ｊ ・バ ラー ド １９２＄年 ６月 大 会

ミ
Ｌ

．・ 旺 ・ 』Ｆ． ． ３ （イ ン プ ル ー ブ メ ン ト エ ラ ・２６巻 Ｐ ．９８９【・９９１）

ゼゾ
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也 ．増 繍賜ｂ 転噸 網■軸齢



う

信 仰 ：ロバ ー ト ・スケ ンプ に よ る この絵 は ，・

福 音 の 第 一 原 則 で あ る イ エ ス ・キ リス

トを 信 ず る信 仰 を 実 に巧 み に表 現 して

お り， 原 画 は ロ ス ・ア ン ジ ェル スの 訪

問者 セ ンター に あ る。

ρ
，１

信 仰
十二使徒評議員会補助

ボ イ ド ：Ｋ． パ ツ カ ー 長 老

第諜饒騰甑擁諜鰹 諜 寵縛
わずかに地下鉄だけ残って，戦争が終ったのちは，ただ一つ

の市民の足となったのです。

秋 も深まった天気の良い・ある日，私が数人の軍人と共に地

下鉄を出ると，目につくものといえば，荒涼とした戦争のつ

めあとばか りでした。以前にはカエデ並木の続いた広い道路

も，まったく荒野原でした。ほとんどの木は枯れていました

が，それでも何本かの木は痛んだ枝をつけて立って い ま し

た。見ると，二，三本は新 しい葉や枝をつけようとしていま

す。道路にちらばった石の間に落ちている黄色い葉が，風で

舞っていました。

所々やぶれた着物を着た女の子が，石によじのぼってはい１

っしょうけんめいカエデの葉を集めていました。よう精のよ

うにかわいい少女は，．まわ りの荒れはてた有様がまったく目

に入 らない様子で，石によじ登ってはきれいな葉を拾い集め

ていました。

自分の世界に美 しいものを見出 したその子は，おそ らくそ

の場で最 も美しい光景だったでしょう。

私はその少女をいつまでも忘れ ることができません。少女

のことを思い浮かべると，私の信仰は増すのです。

その少女 の中には虚しい荒廃に対する答え，希望が具現さ

れていました。

子供は奪い去ることのできない正直な飾 らない心を持 って

います。大人か らめったに教え られないような純粋でしかも

絶対的な信仰というものを持っています。主は弟子たちにお

教えになりました。 「よく聞きなさい。心をいれかえて幼な

子のようにならなければ，天国にはいることはできないであ

ろう」 （マタイ １８＝２～ ３）

子供にはプライ ドや虚栄がほとんどあ りません。信頼 しき

って心から答えてくれます。

わずか１５歳のジョセブ・スミスが父なる神や御子 ・ｆエス ・

キリス トとお会いしたことを疑 う人々がいますが，神さまが

その王国を地上に回復する際に，代弁者として年若い少年を

お選びになったことは何 ら不思議ではありません。

おそらく御二方にまみえたその示現よりさらに素晴 らしい

ものは，静かな森に入って祈 り尋ねた素朴で純真な信仰であ

りましょう。

信仰と謙遜は一体です。神に頼 り神を父 として受け入れる

人 は，信仰を養 う素地が準備 されています。

モルモン経には強い信仰を持 った人のことが書かれていま

す。ジェレドの兄弟は１６個の小石を持 って山へ登 りました。

主の御手に触れていただいて，旅をする時の舟のあかりにし

ょうと思ったのです。願いは聞き入れられて，主が石に触れ

たもうた時，ジェレドの兄弟は主の指を見ました。．主が骨肉

を持つとは知 らなかったジェレ ドの兄弟は，主の前にたおれ

伏 しました。主は彼に 「汝の信仰厚き故に，われはわれがこ

の後血肉を受 くる事実を汝に見せたるなり。これまで汝の如

き大いなる信仰をこめてわが前に来 りし者なし。汝も， もし

これほど熱 き信仰を持たざりせば，わが指を見ること能わざ

りしならん。汝はわが指のほかに見たるものありや」と言わ

れました。

ジェレ ドの兄弟の答えは勇気あるものでした。 「主ホ，指

のほかには何も見ざりき。御姿をわれに見せたまえ」 （イテ

ノレ３：９～１０）

主の答えの中の未来をさし示す 「この後」 という言葉は信

仰を実によく説 明 しています。

彼の信仰を試 して主は尋ねました。 「汝はわれがこれより

２３０





告ぐることを信ずるや」 （イテル ３：１１） と。 この問い が

「われがこれまで告げしことを信ずるや
」という言葉でない

ことを興味深 く思いませんか。過去のことではな く，未来の

ことを言っているのです。ジェレドの兄弟はまだ起 こらない

ことについて，自らをゆだねよと言われたのです。彼は主が

まだ語っておられないことを信 じようとしたのです。

私たちのうちでそのような信仰を命 じられる人はほとんど

いません。私たちは，これか ら言おうとすることを信 じなさ

いと命 じられても信 じられるものではありません。 自ら進ん

でまだ言われていないことに身をゆだねるためには信仰が必

要です。

主は 「汝はわれがこれより告ぐることを信ずるや」と言っ

＼

滅
岬 Ｆ’、

訂馬
」

、

で，ジェレドの兄弟を試 されました。彼は 「主よ，汝は真実

の満ちたる神なる故，偽 りが言えず真実を宣 うことを知る」

と答えて，強い信仰をあ らわしました。主は言われることを

すべて信 じるジェレドの兄弟を見て，彼に姿を示 され ま し

た。ジェレドの兄弟は実際に主の御姿を見て，知識を得まし

た。こう記 されています。

「ジェレドの兄弟には深い知識があったか ら，幕の内を見る

ことを禁ず ることができなかった。それであるか ら，ジェレ』

ドの兄弟はイエスの指を見てそれが主の指であることを知 り

恐れて倒れた。 ここに於てジェレドの兄弟は信仰のみならず

また疑わずに確に知る知識を得た」 （イテル ３＝１９）

信仰は，まだ知 られていないことが中心となります。信仰

は，必ず しも確かな証拠を必要としません。信仰とは，光の

端まで歩いて，そののち暗やみへ数歩を踏み出すことであり

ます。すべてが知 られているならば，すべてを説明せねばな

らないとした ら，あるいはすべてを証拠立てなく１てはならな

いのなら，信仰は必要ありません。信仰の余地は あ りま せ“’

んＱ

予言者アルマは言いました。 ‘ －

「もし天からのしるしを自分に見せて くれるならば確かに

知って信 じようと言 う人は多くある。 しかし， このようなご

蹴

とは信 仰 で あ るか 。 いや ， これ は信 仰 と言 う こ とで は な い。

なぜ な らば， も し人 が 物 事 を 知 って い るな らば これ を信 ず る

必 要 の あ るわ けが ない 。 す で に これ を知 って い る か らで あ る

… … …信 仰 につ い て は私 が す で に話 した よ うに， 信 仰 と は完

全 に物 事 を知 る こ とで は な い。 そ れ で あ るか ら， あ なた た ち

に も し信 仰 が あ る と きに は， ま だ見 て い な い本 当 の こ とを 待

ち望 む 」 （アル マ ３２：１７～ １８， ２１）

信 仰 に は二 種類 あ りま す。 一 つ は あ らゆ る人 に普 通 に 備 わ

って い ます 。 夜 明 けが来 た り， 春 が め ぐ り生 物 が 成 長 す る と

い うよ う な， 経 験 か ら生 じ る信 仰 です 。 それ は起 こ る こ とを

は っ き り教 え て くれ る信 仰 ， 荒 廃 した町 で 力 土 デ の葉 を 拾 っ

て い た あ の 日本 の 少女 に説 明 され る信 仰 で す 。

他 に ご くま れ な も う一 つ の信 仰 が あ ります 。 そ れ は 何 か を

実現 させ る信 仰 で す。 資 格 と準 備 が 必 要 な， 何 に も屈 しな い

信 仰 ， そ れ は で きそ うに な い ことを 実 現 します 。人 々 を 動 か

し時 に は もの を も動 かす そ の信 仰 は， ご くわ ず か の人 しか持

って い ま せ ん。 そ れ は少 しず つ 大 き くな って い って， つ い に

は， 目に見 え な く と も実 在 して い る電 気 の よ うに， 素 晴 ら し

い力 とな ります 。 そ の信 仰 は正 し く導 か れ ，．用 い られ る 時 に

偉 大 な成 果 を もた ら します 。

しか し， 信 仰 は信 仰 で す 。 あ る人 が 信 仰 を 「実 験 」 して み

よ うと しま した。 彼 は何 か が 必 らず起 こ るは ず だ と言 い ま し

た。 しか し期 待 して い た 出 来 事 は 何 も起 こ りま せ ん で した。

彼 は 「起 こ らなか った の で す よ。 そ ん な は ず は な い と思 って

い ま した 」 と言 い ま した 。

疑 惑 と無 神 論 の 満 ち る世 の 中 で は， 百 聞 は一 見 に しか ず と

い うこ とわ ざ が あ り 「しる しを見 せ な さ い。 そ うす れ ば 信 じ

よ う」 とい う態 度 を助 長 して い ま す。 私 た ち は まず 証拠 を 求

め ます 。信 仰 に よ って もの ご と を受 け入 れ る こ と はむ ず か し

い よ うに 見 え ま す。

霊 的 な こ とが らは， 百 聞 は一 見 に しか ず とい う方 法 に よ ら

な い とい う こ とを， 私 た・ち は いつ 知 る ので し ょ うか 。霊 的 な

こ とに つ い て知 識 を得 ．る た め に は， そ の前 に信 仰 が 必 要 で

す 。 ま だ 見 て は い な いが ， そ れ に もか か わ らず確 か で あ ると

信 じ る時 に， 私 た ち は信 仰 を 持 ち ます 。

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは 言 い ま した。

「ノー ヴ ァ ヌ コ シ ア の半 島 の淵 に沈 あ られ て も
， ロ ッキ ー

山脈 の頂 上 につ なが れ て も， 決 して落 胆 して は な らな い 。 …

…手 を離 さず に信 仰 を働 か せ … 勇気 を ふ る え ば， そ こか ら逃

れ 出 る こ とが で き るで あ ろ う。 … …」 （ジ ョー ジ Ａ ・ス ミ

ス著 ジ ョー ジ Ａ ・ス ミス の 回顧 録 Ｐ．８１～ ８２）

信 仰 は増 して ゆ き ます。 光 の よ うに私 た ち の前 を 伸 び て ゆ

き ます 。 時 と して疑 い の霧 が 私 た ち を厚 くお 治 って も， 屈 せ

ぬ 信 仰 はそ の霧 を う らぬ い て光 を送 ります ｇ

ニ ー フ ァイ が言 った よ うに， 私 た ち は信 仰 を 働 か せ るの で

す 。 「私 は何 を せ ね ば な らぬ のか ， 前 以 て それ を 知 らず に た

だ ひ とす じに 『み た ま』 に導 か れ て 行 った 」 （１， ニー フ ァ

イ ４ ；６）



信 仰
１十二使徒評議員

，デル バ ー １ト ：Ｌ ス テ イ プ レー長 老

生 と入生の目的に信仰を持ちたまえ。我々が喜びとしあわせを得 るよう，神がそれを備えたもうたこと人

を知 りたまえ。 日々を賢明に実 り豊かに生きたまえ。

我 らの主であり，肉にあっては父なる神の独 り子，恵みと真理に満ちたキリス トを信ぜよ。

予言者の書に言われるごとく，その御方がベツレヘムのみどり児であると信ぜよ。

イエスが，平和の君，全人類を救 う君にましますことを信ぜよ。

救いと昇栄と栄えある福音の計画を信ぜよ。人を死よりあがなうために生命を与えたもうた比類ないキ リ

ス トの愛を信ぜよ。．

イエスが我 らのあがない主，救い主，神でまします こと，我々の救われる名はそれを他にして天下に一つ

もないことを信ぜよ。

地上で行なわれた御業と，喜びや しあわせをもた らすイエスの聖い教えを信ぜよ。 ・ 一 ・・

主は復活したまい，栄光ある位にのぼられて，今は父なる神の右に座 したもうことを信ぜよ。・

復活により，死の縄 目が解き放たれて，それがために全人類が復活することを信ぜよ。

この神権時代に，御父と御子の現われたもうたことを信ぜよ。

父なる神 と御子イ「エス ・キリス トが骨肉の体をもって少年ジ ョセブ ・スミスに現われたもうたことを信ぜ

よ。時満ちたるこの神権時代に，そのおとずれを知 らせる者として，神よりつかわされた真の予言者ジョ 帰

セブ・ス ミスを信ぜよ。

ジョセフ・スミスを通 じて，主により建て られた神の教会を信：ぜよ。 ． ・ ，、 掌

啓示の続いていることを，神の言いたもうたことをすべて信ぜよ。 、 ． ，

御業やその王国に関 して多 くの偉大にして大切なことがこれよりのち啓示されることを信ぜよ。

神権の権能を信ぜよ。 「そは，わが僕 らを受け入 るる者は，われを受 くるなり」と主は言われた。

神の力と，いや しや奇蹟のたまものを信ぜよ。

．正確に翻訳されたる限り聖書を神の御言葉であると信ぜよ。 ．・ｒ「 ♂ ・

モルモン経を信 じ，霊感あふれる真理 と信仰の御言葉を信ぜよ。 １ 、 、’ …

教義と聖約を信 じ，その教えが今日の時代にあてはまることを信ぜよ。・

神に選ばれた予言者，信仰の父アブラハムと偉大な律法者モーセによる価値ある教えが含 まれている高価

なる真珠を信ぜよ。

あなたがアブラハムの子孫であって，イスラエルの家に属する約束の子であることを信ぜよ。
コ し　ド

予言者，聖見者，教会と今日の世界に啓示を受ける者である愛するデピ 将 σ ・マ ッケイ犬管長を信ぜよ。

大きな召しにある大管長を支持 し，彼のために祈るべきことを信ぜよ。．

疑がわず，信仰深 く謙遜である飛きことを信ぜよ。 ．． 、

キ リス トの福音の儀式と教えと原則を受け入れ，それに従うべきことを信ぜよ。

個人 的 な考 え や望 み は さ て お い て， 力 を つ くして 良 き業 を行 な い，‘神 の御 意 を実 践 す べ き ζ と を信 ぜ ホ 。．

奉 仕 の価 値 を知 り， 時 間 と才 能 とた ま も のを 用 い て， 王 国 を建 設 し人 々 を祝 福 す べ き ことを 信 ぜ よ 。

正直 ， 真 実， 貞潔 ， 慈 善 ， 高 徳 な るべ き こ と， お よ び す ・ミセ の入 に善 を行 な うべ き ことを 信 ぜ よｂ 正 義 と 丁

真 理 を もっ て最 後 ま で神 を愛 し仕 え る信 仰 深 き者 に神 の祝 福 と報 い の あ る こと を信 ぜ よ６ ’（イ ンプ ル 」・ヴメ １・

ン ト ・エ ラ第 ６３巻 Ｐ．４２０～４２１） ・ 、 、・１ し 「 ， ． ・ 、 ． ・暖，・、 ．

ら … ． ・ ’ ・ ． ． ’∵ ． 曳・ ・：」 １ 曳

２書３

網圏■圃融． ・礁 ・竜無 ．
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悔 い改め ：福音 の二番 目の原則は， ロバー ト・ス

ケ ンプの絵 にあ らわ されてい る。その

他の 「第一原則」の絵 とともに， これ

は訪 問者 センター の 「人生の 目的」の

部屋 に展示 されて いる。

悔 い ’ 改 め

七十人最高評議員

セ ォ ド ァ Ａ． タ トル 長 老

こか美 しい場所に立とうとする自分を夢に見たことがあど

るで しょうか。泥にまみれ衣は破れ汚れている自分が，

そこに立つためにきれいになろうとけんめいになっている夢

を見たことはありませんか。美しいその場へどうしても行き

たいと思い１ませんでしたか。目がさめてそれがただの夢だと

わかった時，いっしょうけんめいに行 こうとしても，どうし

てもそこへ行けず苦 しかったことを思い出し，吐息をついた

経験がありませんか。

そのような夢から，福音の偉大な原則，悔い改めについて

教えられることがあります。

あらゆるものごとには悔い改めが必要です。もしこの素晴

らしい原則がなかったならば， この世や次の世がなんと絶望

的な場所 となるか，少 しの間考えてみて下さい。

デビド Ｏ．一マ ッケイ大管長はおっしゃいました。 「イエ

ス ・キ リス トの福音にふくまれるすべての原則，儀式は，人

が進歩し幸福にな り， 永遠の生命を受けるために重 要 で あ

る。 しか し，永遠にわたって神聖な悔い改め．という原則以上

に，人類家族の救いにとって大切なものは存在 しない。悔い

改めがないならば，だれ一人 として救われない。それなくし

ては，進歩さえできない」と。

悔い改酔とは何で しょうか。どういラ働きをするのでしょ

うか。私たちのよ く知っているものにたとえてみましょう。

悔い改めは石けんのようなものです。悔い改めは人生の石け

ん です。石けんのように人生の罪を洗 うのです。．ゑの石 けん

ゴ
２３４

は必要に応 じて使われます。 しかし充分に洗わずいいかげん

にすませていたら，白い洗濯物は 「灰色」になって しまうと

い うことを心にとめな くてはなりません。人生の石けんも，

正 しく用いる時に，完全に永久に罪を洗 うのです。

悔い改めは，罪に対 してへ りくだって悲 しみを抱き，その行

ないを変えて義 しい行ないに導 くものです。ブルース Ｒ，マ

ッコンキー長老はこう書いています。

「罪で汚れた死ぬべき人間が，罪め重荷を振 り払い不正の汚

れを洗い去って，罪のかせか らまった く自由になり美 しくな

ることのできる手段，それが悔い改めである。 “

悔い改めによ？て赦 しを得るたあに，人は罪を意識 し，へ

りくだって罪を悲 しみ，悔いる精神を持たねばな らない。罪

の重荷を取 り去っていただきたいと願い，悪い道を離れるこ

老 を決心 し，進んで罪を告白して，自分に対して罪を犯 した

人を許 さ客くてはならない。そし丁水のバプテスマと聖霊の

賜を通して与えられるような，キリス トの血 による清めの力

を受けなくてはならない」 （ブルース Ｒ． マッコンキー，

モルモンの教義 Ｐ．６３０）

天の御父は，地球をお造 りになり，人間をつかわした時ま

ず信仰を与えで人を行ないへと導びかれました。 しかし自由

意志を与え られて律法の中に生きた人間があらゆることを皐

全に行なえるとは想像できません。人を行ないに導 く信 仰

は，よくないこと，悪いことを行なう原因ともな ります。そ

れゆえに，人が進輪するためには悔い改めという第二の偉大





な律法に従わなくてはなりませんでした。

はじめより， この福音は悔い改めの福音 と呼ばれてきまし

た。悔い改めはアダムに教え られ，すべての神権時代に教え

らてきました。私たちの神権時代になって，回復 された福音

はまた悔い改めの福音 とも呼ばれています。 私たち の使 命

は，悔い改めを今の世の人々に叫ぶことであります。

悔い改めは赦しを生 じます。主は悔い改めと赦 しについて

教えておられます。 「見よ，およそすでにその罪を悔い改め
ガ ヒ コ

たる者は赦され，主なるわれもはやこれを忘るべ し」 （教義

と聖約 ５８＝４２）

罪を悔い改めた人が赦されるとは，何 と素晴 らしい恵みあ

ふれるこ．とでしょうか。主は，もはやその罪を忘れるとつけ

加えておられます。それ らはすべて，悔い改めによるのであ

翁
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で は私 た ち は悔 い 改 めを どの よ うに して は か る ので し ょ う

か。 主 は次 の節 で こ う言 って お られ ま す。 「人 罪 を悔 い改 め

しや否 や は， 見 よ， 彼 は 自 らこれ を 告 白 しそ の罪 を捨 つべ け

れ ば， そ の悔 い改 め た る こ と は これ によ りて 知 るを得 べ し」

（教 義 と聖 約 ５８：４３）

罪 を犯 した 時 に求 め られ る二 つ の責 任 は， ω ふ さわ しい 教

会 指 導者 （ふ つ うは監 督 ） に告 白す る。 ② 罪 を捨 て去 る こ と

で あ りま す。

ル ーベ ン ・ク ラ ー ク ・ジ ュニ ア副 管 長 は， 「告 白を して 赦

され る」 とい う こ とに は考 え るべ き余 地 が あ’る と言 わ れ ま し

た 。 赦 しを い た だ くた さ６に は， へ り くだ った 心 と悔 い る精 神

を 主 に捧 げ な くて は な りま せ ん。 赦 しにつ い て 主 はお っ し ゃ

２３６

いました。 「主なるわれは，その赦さんと欲する者を赦す。

されど汝 らにはすべての人を赦すことを求めらる」 （教義と

聖約 ６４：１０）

自らは人々を許 していながら，悔い改めの原則を正 しくふ

み行なったあとで も自分を許そうとしない人々がいます。

主は，すべての人は悔い改めな くては苦 しみを被ると言わ

れました。その苦 しみか ら逃れるために，人は悔い改めてイ

エス・キリス トの福音を受け入れな くてはなりません。主は

予言者ジ ョセブ・スミスを通 して啓示なさいました。

「この故 に今われ汝に命ず，悔い改めよ。わが口のしもとと

わが怒 りと，わが憤 りとを受けて汝の痛苦甚 しか らざ らんが

ために悔い改めよｄすなわちその痛苦の如何に甚 しきかを汝

知 らず，その如何に強烈なるかを汝知らず，また如何に堪え

難きかを汝知 らざるな り。見よ，われは神なるに，人 もし悔

い改むるならばこの苦 しみを受けざらんがために，すべての

者に代 りてこの苦 しみをわが身に受けたり。されど，人 もし

悔い改めずば誠にわれ と同じ苦 しみを受けざるべからず。そ

の苦しみたるや，われ神，すなわちすべての中最も大いなる

者なりといえども痛苦のために身をふるわせ，あらゆる毛の

孔より血を湧かせ，身 と霊 と両つながらを苦 しめ，すなわち

この苦きさかずきより呑まずしてしりごみするも可ならん こ

とを欲 したり。然はあれども，父なる神は讃むべきかな。さ

ればわれはこの苦 しみをなめ，人の子 らの為に準備を為 し終

りたり」 （教義と聖約 １９：１５～１９）

この言葉を充分理解する時に，はじめて，私たちのために

為された救い主のあがないの重要性を理解できることでしょ

う。主は私たちの罪の償いをして下さいました。私たちが悔

い改あてキ リス トの御名 と福音を受け入れ，いましあを守る

ことによって，あがないの力が発揮されるのです。

私たちが福音を受け入れるという私たちの義務を理解する

時に，福音の計画全体がはっきりしてきます。その時にあが

な』・による祝福すべてを享受する資格を得ます。その資格を

いただいた私たち末日聖徒に与えられるチャレンジは，悔い

改めの精神をもって悔い改めをし続けることであります。

ベ ンジャミン王は，そのことの必要なことを説 い て い ま

す。

「私はすでに言ったけれども，今一度これをお前たちに言お

う。お前たちが もしも神の栄光を知り，あるいは神の恵みを

知 り，神の愛を味わい，自分の心をこれほどまでに喜ばせる

罪の赦 しを受けているならば，私 はお前たちが常々神の偉大



なこ．ととレ盲分が役立たずで何のね うちもないことと，恩を

鄭 る１癖 ぢもない自分に神力・恵み深く辛雛 くまします・

ととを忘れずに思い起 して低 くへ りくだり，毎 日毎 日主の御
⑤ ・．ヅ ー！

名によって祈 り，天使の口か ら示された将来のことを確 く信

じて変 らないことを望む。 もしもお前たちの行ないがこのよ

うであるならば，お前たちはいつも喜び，神の愛に浴 し，い

つも罪の赦 しを保ち，お前たちを造 りたもうたお方の栄光ま

たはすべて正 しく真実であることをいよいよ深 く知るように

なる。またお前たちは互いに傷つけ合 う心がなく，安 らかに

暮して，あらゆる人にその当然受けるはずのものを与えたい

と思 うようになる。またお前たちは，自分の子供 らを飢えさ

せた りはだかのまま置いたりはしないであろう。またお前た

ちは自分の子供 らが神の律法に背き互いに争ったり，戦った

りして，私たちの先祖が言った悪魔すなわちあらゆる義しき

の敵であって罪の頭である悪魔に仕えることを許さず，お前

たちは自分の子供 らに真の道を行 う事と真面目でなければな

らぬ事と互いに愛し互いに助けねばならぬ事とを教えるであ

ろう」 （モーサヤ ４＝１１～１５）

夢ではない時がいつかやってきます。私たちは主の裁きの

法廷に出るのです。私たちは汚れて不潔なままそこに立つで

しょうか。それとも，人生の石けんである素晴らしい偉大な

清めの賜を受け入れ用いて，主の前に赦 され，清 く美 しく立

つでしょうか。石けんを用いる時に，あなたは，偉大な悔い

改めの原則を人生の石けんとして，魂を洗いたいと願われる

ことでしょう。

悔 い 改 め

悔い改めは，我 々の日常生活にあっておろそかにできない重大な事柄である。毎日罪を

犯 して毎日悔い改めることは主の目に喜ばれることではない。我々は末日聖徒 として，人

生にあっては今が正しい悔い改あを為す時であることを知っている。

・悔い改めを引きのば してはな らない。臨終の悔い改めは律法にかなっていない。人は心

身が健康で力にあふれている時に悔い改めて主に仕えな くてはならない。悔い改めの精神

を生 じる神への信仰が受け入れ られる時に，残 りの生涯をすべて主に捧げなくてはならな

い。

我 々が主の 「みたま」に従 うならば，主に栄光を帰する良い業の実をもたらす ことがで

．きよう。我々は∫王国のあらゆる律法が成就されて，小さ唐者か ら大いなる者まですべて

の人々が主を知るその日を待ちかねている。

教会は罪人を受け入れる。それは悪を助長するためでな く，我々の親切によって悔い改

あた彼 らをすべての不義から清めるためである。

我々は何を悔い改めるのであろうか。悔い改めは，神よりの力によって課せられた律法

を犯 したあとに続 くのであろうか。主はなぜ ヨブに尋ねたもうたのであろう。「わたしが地

の基をすえた時，どこにいたか。もしあなたが知っているなら言え」また次の質問にはい

かなる意味があるのだろうか。 「あなたがもし知 っているなら，だれがその度量を定めた

か。だれが測 りなわを地の上に張 ったか。その土台は何の上に置かれたか。その隅の石は

だれがすえたか」 （ヨブ３８＝４～ ６）

もしヨブが前世に存在せず，地の基ができる以前に，生命と救いの計画がなかったなち

ば主はヨブにそう問われたであろうか。

我々は天で律法に従 うことを約束 した。我々は律法を受け入れることによって，この死

ぬべき世に来て， さらに高い世へ と進歩するたあの働きができる状態を恵まれた。

悔い改めは，我 が々 自分の自由意志と選びとによって受け入れ律法を犯したあとに続い

て くるのである。

も（インプルーヴメン ト・エラ第５８巻Ｐ。４１９，１９５５年４月大会 ヘンリー Ｄ．モイル副管長）

レ

２３マ

一 ・ ＿一 ・



も

．バ プテスマ ：罪 の赦 しのため に水 に浸

め られる。バ プ テ ス マ

は， ロバー ト。スケンプ

による この絵 に描写 され

ている。

バ プ テ ス マ

七十人最高評議員’

ポ ー ル Ｅ ダ ン 長 老

使 徒 パ ウ ロ は ロ ー マ人 へ の手紙 の 中 で， バ プ テ ス マ に つ い

て 意 味 深 い こと を述 べ て い ます 。 「わ た した ち は ， そ の死 に

あず か るバ プ テ ス マ に よ って， 彼 と共 に葬 られ た の で あ る。

そ れ は ， キ リス トが父 の栄 光 に よ っ て， 死 人 の中 か らよ みが

亀 え らされ た よ う
に， わ た した ち もま た， 新 しい い の ち に生 き

るた め で あ る。 も しわ た した ちが ， 彼 に結 びつ い て そ の死 の

様 に ひ と し くな る な ら， さ らに， 彼 の復 活 の様 に もひ と し く

な るで あ ろ う」 （ロマ ’６：４～ ５）

バ プ テ ス マ は， そ の御 名 を ひ き う けて主 を頭 とす る霊 的 な

群 れ に加 わ る こ とを イ エ ス ・キ リス トと契 約 す る しる しで あ

ります 。 父 アル マ は， バ プ テ ス マ は御 父 に従 う契 約 と理 解 し

て， 「従 って， あ な た た ち が も し も真 心 か らこれ を 望 ん で い

るな らば， あ な 牟 た ち は主 か らます ます 豊 か に そ の 「み た

ま」 を賜 るよ う， 主 に仕 え て そ の命 令 を守 る と言 う誓 約 を主

に立 て た証 拠 と して ， 主 の御 名 によ って バ プ テ ス マ を受 け る

の に何 の さ しつ か え が あ ろ うか」 と言 い ま した 。 （モ ーサ ヤ

１９：１０）

しか しそれ だ け で は あ りませ ん 。 バ プ テス マ は， 人 を悪 か

ら清 めて 天 の 王 国 に ふ さわ し くす る た め の， 神 に約 束 され た

方 溝 な の で す。 信 仰 と悔 い改 めが 先 立 ち， 神 権 に よ って 執 行

され るバ プ テ ス マ は， 全 人 類 が キ リス トの 王 国 に入 るた め の

扉 で あ ります 。

珊

「だれでも，水と霊とか ら生れなければ，神の国にはいるこ

とはできない」 （ヨハネ ３＝５）

救い主は 「ユダヤ人の指導者」ニコデモに，このように簡

単な言葉によって，バプテスマの意味，様式，目的，必要な

ことを明 らかにされました。

バプテスマの原則に加えて，バプテスマが救い主の計画を

受け入れた人の生活にとってどのようなものであり，どんな

変化を与えるかについて考えてみましょう。バプテスマは，

希望 と，将来は義 しく生きようという決意の伴 った変化，更

新すること，再び生まれること，過去を葬 ることを表わしま

す。自由意志によって選択を行なう人間は，間違いをおか し

ます。そのようなあやまち．は結果 として，人か ら人生の真の

喜びと来たるべき世の祝福を奪います。バプテスマによって

過去のあやまちは清められて，人は文字通りに再生を経験す

るのです。

主は万物に再生の時を用いておられます。秋になって葉が

枯れ木から落ちて，その同 じ木に翌春新しい葉が生まれるこ

とを，私はしばしば考えます。うつろい果てた木がその時に

葬 られて，新しい生命が地上に満ちるのです。

埋葬と新生は，社会のさまざまな面にも見ることができま

す。実業界を例にとってみま しょう。現在 と将来にいつも変

らぬ希望を持っている人で．も，失敗を心から消 し去ることが





で きな け れ ば， ま もな く勇 気 と確 信 を な くして しま い ます 。 一

過 去 の失 敗 が い つ も頭 に あ るた め， 信 念 や や る気 が く じけ て

しま い ま す。 仕 事 が 不 振 な時 に ， 明 ．日へ の希 望 を な くす人 も

い れ ば， 一方 で先 に述 べ た原 則 を 仕 事 に応 用 す る人 もあ りま

す。 過 去 を葬 って新 し く生 き る こ とを 知 らな い人 は， 失 敗 に

こだ わ って ば か りいて 睡 眠 も食 事 も ろ くに とれ ず， 健 康 を害

して ます ま す悪 い状 態 に な って ゆ くば か りで す 。 しか し成 功

す る入 は ，過 去 の あ や ま りや失 敗 を 葬 って 明 日へ の希 望 に生

き為人 で あ りま す。 新 しい発 見 を して 古 い 傷 を 正 す 時 には ，

決 心 とい う もの が必 ず存 在 します 。 フ 才 一 ド社 の社 長 で あ る

ヘ ン リー ・フ ォー ド氏 の こ とを お話 して み た い と思 い ます 。

彼 は仕 事 の全 盛 時 代 に友 人 か ら質 冑 を受 け ま した 。 「フ ォ ー

ドさ ん， あな た が築 い て こ られ た もの を み ん な一 度 に突 然 失

って し ま った と した ら， ど うな きい ます か」 フ ォ ー ド氏 はす

ぐさ ま 目を 輝 か せ て は っき り答 え ま した。 「十 年 の期 間 を 下

され ば ， 全 部 取 り戻 しま す」 この言 葉 に は， イ エ ス ・キ リス

トの福 音 の精 神 が 表 わ れ て い る と思 い ます 。

エル サ レ ム の町 な か で， 救 い主 は幾 た び こ う言 われ た こ と

で し ょ う。 「お帰 りな さい 。今 後 は も う罪 を犯 さ な い よ う

に」 罪 や あや ま ちの あ る過 去 を葬 り去 っ て， 新 しい生 命 に生

き な さい と， 言 わ れ た の で す。 私 た ち は バ プ テ ス マ の儀 式 に

よ って ， キ リス トの 生涯 に な ら う新 しい人 生 を ス タ ー トしま

す 。 バ プ テス マを 受 けた あ との変 化 は， そ の人 の 内 部 にお こ

ります 。 それ はバ プ テス マ の儀 式 に伴 うので は な く， バ プ テ

ス マ の次 にや って くる もの で す。 ニ ー フ ァイ は言 って い ます

「一 … そ４）門 と は， す な わ ち悔 い改 め て水 の バ プ テ ス マを 受

け，．それ 瀞 ら火 と聖 霊 に よ って 罪 の 赦 しを受 け る こ と を 言

う」 （正二 「 フ ア イ ３１＝１マ） 』

モ’ル モ ７ は， バ プ テ ス マの あ とに来 る祝 福 につ いて 言 って

い ます ｂ．「．そして 悔 い 改 め の結 ぶ最 初 の 実 は バ プ テ ス マで あ

る。 バ プ テ ス マ は人 が す で に信 仰 が あ るか ら， ま た神 の命 令

を な しと げ る牽 め に行 う儀 式 で あ る。 この命 令 を な しと げ る

と罪 の赦 しを 受 け， 罪 の赦 しを 受 け る と柔 和 謙 遜 な心 を生 じ

柔 和 謙 遜 な心 が あ る と聖 霊 が 降 るｄ … ∵・」 （モ、ロナ イ ８．＝２５

２６） 』、 ・ 」

イ エ ス は， バ プ テ ス マの 儀 式 の重 要 な こ とを教 え る た め に

ガ リラ ヤ を 出て ヨル ダ ンへ 行 き， ヨハ ネか らゴ．バ プ テ ス マ を

お受 け に な りま した。 救 い 主 に罪 の な い こ とを知 うて い た ヨ

ハ ネは 「わ た し こそ あ なた か らバ プ テ ス マを 受 け るはず で す

の に， あ な たが わ た しの と こ ろ にお い で に な るめ です か」 と ㌃

２４０

尋 ね ま した 。 イ エ ス は答 え て言 われ ま した。、「今 は受 け させ

て も らい た い 。 この よ うに， す べ て の正 しい こ とを成 就 す る

の は， わ れ わ れ に ふ さわ しい こ とで あ る」 （マ タ イ ３ ：１３～

１５）

オル ソ ン Ｆ． ホ イ ッ トニ ー長 老 は そ の こと に つい て 書 い

て い ます 。 「イ エ ス は全 人類 を 代表 して バ プ テ ス マ を受 け ち

れ た の で， 一 般 の人 々は バ プ テス マを 受 け る必 要 が な い と言

う人 が い る。 そ の よ うな人 に尋 ね よ う。 あ な た は， 王 だ けが

国法 に従 え と言 われ て ， 他 の 人 た ちは そ れ に 従 わ な くて良 い

とい う国 を考 え る こ とが で き るだ ろ うか 。 ま た さ らに は， 王

だ けが 国法 に従 わ な くて 良 い とい う国 を 想 像 で き る だ ろ う

か 。

キ リス トの王 国 の律 法 はす べ て の者 に と って 平 等 公 平 で あ

る。御 子 は御 父 の行 な い以 外 に は何 も行 な わ ず ， 御 自身 で 守

ろ う とな さ る こ と以 外 に， 人 に従 順 を 求 めた まわ な い 。 『わ

れ に 従 え』 と言 う こ とが 御 子 の使 命 で あ った 。 キ リ ス トは

『す べ て の正 しい こ とを 成 就 す る の は， わ た しに ふ さわ しい

こ とで あ る』 とは言 って お られ な い。 『わ れ わ れ に』 と言 っ

て お られ る。」

ニ ー フプ イ は救 い主 の バ プ テ ス マを 示 現 に見 ま した 。

「さて神 の子 羊 は聖 くま します の に
， そ れ で もあ らゆ る義

しい こ とを 尽 す た め に水 で バ プ テ ス マ を受 け な くて はな らな

い な らば， ま して私 た ち聖 くな い者 が 水 で バ プ テス マを 受 け

るの は い か に も必 要 な こ とで は な いか 。 … …… 私 は 神 の子 羊

が 水 で バ プ テ ス マ を受 け る こと に よ って ， ど う して あ らゆ る

義 しい こ とを尽 した も うた か， これ を あ な たた ち に 尋 ね た

い 。 あ な た た ち は子 羊 が 聖 か っ た ことを 知 って い な い の か。

子 羊 は た とえ聖 くま しま して も， 肉体 を 受 け牟 も うに よ って 一 一 、

天 の御 父 の前 にへ り くだ る こと と， 天 の御 父 に 従 って そ の 命

令 を 守 る と証 明 を す る こ とと を … …世 の人 に示 した も うの で

あ る」 （皿ニー フ ア・ｆ３１：５～ ７）

バ プ テス マは ，主 イ エ ス ・キ リス トを信 じて い る こ と， キ

リス トの御 名 を ひ き うけ よ う と望 んで い る こ と。 キ リス トの

真 の弟 子 に な りた い と強 く望 んで い る ことを ， 神 と人 々に 証

しす る こ とで あ りま す。

ア１ル マは モル モ ンの泉 で人 々 に語 りま した 。

「あな た た ちは 神 の 羊 の群 に入 って 神 の民 と言 わ れ る こ と
，

互 い に苦 難 を軽 くす るた め に喜 ん で助 け合 うこ と， 悲 しむ 者

を 思 い や って 共 に悲 しむ こ と， 慰 めが 要 る者 を 慰 め る こ と，

・ま た神 に瞭 わ れ 第 一 の復 活 に あず か る者 の数 に入 って 永遠 の



生 命 を得 るよ う， い つ い か な る蒔 で も， どの よ うな所 に居 て

も， どん な とと に つ いて も， 死 に 至 る まで も神 の証 し人 に な

りた い と心 か ら周 っ て い る」 （モ ーサ ヤ １８：８～ ９）

予 言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスを 通 して主 は言 われ ま した。 「お

よ そ神 の御 前 に 自 ら低 くへ り くだ りて バ プ テ ス マ を受 け ん と

心 に願 い， 真 にへ り くだ りた る心 と悔 い る精 神 とを 以 て 進 み

出 で， 真 に 自己 の罪 を す べ て悔 い改 め た る こと を教 会 員 の前

に証 明 し， 進 ん で イ エ ス ・ギ リス トの御 名 を そ の身 に引 き受

け， 而 して 終 りま で キ リズ トに仕 え ん と決 心 し， 罪 の赦 を得

る ほ ど に 「キ リス トの み た ま」 を 受 け た る こ とを そ の行 な い

に よ りて真 に 明 らか にす る者 は， す べ て み なバ プ テス マ に よ

りて キ リス トの教 会 に受 け入 るべ し」 （教 義 と聖 約 ２０：３７）

これ ま で に啓 示 さ れ て き た バ プ テ ス マの 意 味 と責任 を理 解 ．

して ， バ プ テ ス マ を 自己 の生涯 に受 け入 れ る人 は， 永 遠 の生

命 の継 承 者 です 。 バ プ テ ス マ は軽 ん じる こ との で き な い神 聖

な儀 式 です 。 興 味 半 分 の人 や 試 して み よ う とす る人 の た めで

は な く， 自 ら悔 い 改 めて 主 イ エ ス ・キ リス トを信 じ， そ の証

し人 に な ろ うと願 う人 の た あ の儀 式 で す。

古 代 同 様 ， 今 日の イエ ス ・キ リス ト教 会 に も・ 本 に沈 誇 る

正 しい バ プ テス マの様 式 が存 在 して い ます 。 も し全 身 を水 に

沈 め るの が 正 しい や り方 で な か っ た な らば ， パ ウ ロは バ プテ

ス マを， 葬 られ て よ みが え る こと と く らべ は しな か った は ず

で す し， イ ス ラエル が 紅 海 を 渡 っ た こ と と くらべ た り しな か

っ た で し ょ う。 （ロマ ６ ＝３～ ５， コ ロサ イ ２ ：１２， 皿 コ リ

ン ト １０：１～ ２参 照 ）

新 約 聖 書 は１ イエ スが バ プ テス マ を受 け られ た 時 の こと を

証 して い ます 。 「イ エ ス はバ プ テス マ を 受 け る とす ぐ， 水 か

ら上 が られ た」 （マ タ イ ３ ＝１６） 「ヨハ ネ もサ リム に近 い ア

イ．ノ ンで ， バ プ テ ス マを 授 け て い た 。 そ こに は水 が た くさ ん

あ っ た か らで あ る」 （ヨハ ネ ３ ：２３） さ らに モル モ ン経 で 主

は言 って お られ ます 。 「そ れ よ りそ の者 を水 の中 に沈 め， 沈

め終 りて 再 び水 ぶ り上 れ。 わ が 名 に よ りて バ プ テ ス 々を 施 す

に は， 右 の方 法 を 以 て行 な わ ざ るべ か らず 。 … …」 （皿 ニ ー

フ アイ １１：２６～２７）

バ プ テス マ とい う言 葉 そ れ 自体 に は， 水 に 沈 め る とい う意

味 が あ．って， 死 と埋 葬 お タ び キ リス ．トの復 活 を象 徴 して い ま

す 。 「あ な た が た は バ プ テ ス マ を受 けて 彼 と共 に葬 られ・ 同

時 に 幻彼 を死 入 の 中 か らよ みが え らせ た 神 の 力 を信 じ る信 仰

∫によ っで 彼 と共 に よ みが え らされ た の で あ．る」 （コ ロサ イ

．２１＝ｉ２＞ ‘
亀

神より権能を受けた入のみが，バプテスマを施す権利を持

っています。古代の使徒はその権能を与えられ， 「それゆえ

に，あなたがたは行って，すべての国民を弟子として，父と

子と聖霊との名によって，彼らにバプテスマを施 しなさい」

と主に命 じられました。 （マタイ２８：１９）初期の教会では，

この権能が他の役員たちにも与えられ，その人たちが同様に

して，人 ．々にバプテスマを施 し，教会へ導いていました。

背教の時代には，神より権能壷与え られて民にバプテスマ

を施 し臥 伽 ませんで し＝た識 らは ・だれも。の栄誉ある

務 （神 権 ） を 自分 で 得 る ので は な く， ア ロ ンの 場 合 の よ うに

神 の 召 しに よ って 受 け る ので あ る」 （ヘ ブル ４．：５） とい う

こと を理 解 しませ んで した 。 神 に 定 め られ た聖 い儀 式 を執 行

す る権 利 は 自分 で 得 る ので はな い とい う こ とを知 らな か っ た

ので す 。 人 は， 神 よ り権 利 を い た だ い て そ れ を主 の導 き に よ

ρ て 用 い ℃ い る人 か ら， そ の権 利 を授 け られ る よ うに 自分 を

準 備 す る責 任 が あ りま す 。

１８２９年 ５月 １５日， バ プ テ ス マ を施 す 権 能 は地 上 に 回復 され

ま した 。 ジ ョセブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カウ ドリは モル モ ン

経 を翻 訳 して い て， 重 要 な バ プ テ ス マ につ いて の文 章 にゆ き

あ た りま した。 そ の 内容 に深 く打 たれ た彼 らは， ペ ン シル バ

ニ ア州 ハ ー モ ニ ー に あ る森 に入 って 祈 りま した 。 そ の祈 りに

答 え て バ プ テ ス マ の ヨハ ネが あ らわれ ， 「汝 ら， わ れ と同 じ

業 に働 く僕 らよ。 救 世主 の御 名 に よ りて ， わ れ 汝 らに ア ロ ン

の神 権 を授 く。 こ は天 使 の導 ぎ と恵 み ，悔 改 め の福 音 ， 罪 を

赦 す た め に水 に沈 む るバ プ テ ス マな どの鍵 を握 る神 権 に して

ま こ と に レビ の子 孫 が 主 の御 前 に 再 び 義 し きに適 い て捧 物 を

捧 ぐる時 ま で， ．この 世 よ り決 して 再 び取 り去 ら る る こ と な

し」 （教 義 と聖 約 ｆ３） と言 って彼 らに ア ロ ン神 権 を授 け ま し

た 。 ジ ョセ ブ とオ リバ ー は， そ の の ちす ぐに互 い に バ プ テ ス

マを 施 し あい ま した。 こ う して， 人 類 を救 い昇 栄 へ と導 くた

あ に， 今 よ りの ち永 遠 に わ た って ， 聖 な る バ プ テ ス マの 儀 式

が地上に再びもたらされま．した・

古代より叫ばれてきた，重要なこのバプテスマの原則はβ

今 目にも変 らず存在 しています。それは真であり；永遠に変

らない儀式です。末日聖徒イエス ・キ リス ト教会の長老たち

は，初期のキリス ト教会に言われたと同 じことを命 じられて

います。 「汝 ら全世界に串で行 き，で切の生 ぐる者に福音を

説き・わが汝 らに与えたる権威を以て働 き，御父と，子と，

聖 霊 の名 に よ りて バ プ テ ス マを施 す べ し」 （教 義 と聖 約 ６８１

８）
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聖霊の賜 二権能 を持 ？人々によ る按 手礼

の絵 はロバー ト ・スケンプの絵にみ ご

とに描写 されて いる。

周
、１ 聖 霊 の 賜

七十人最高評議員

Ｓ・ デ ル ワ 島 ス ヤ ン グ 長 老

断 辮 喋 ・た人々の前で一人の少年力§椅子にすわり・
そのまわりを三，四人の人が静かに取 りかこみました。

彼 らはその子供の頭に手を按きました。バプテスマを受けた

人はすべて， このようにして教会員であることを確認 され，

聖霊を授けられます。その言葉は簡潔ではありますが，大き

な意味を持っています。 「……私たちはあなたを末日聖徒イ

エス ・キリス ト教会の会員に確認 し，告げて申 します。汝，

聖霊を受けよ」 このあとに続 く祝福の言葉はこの儀式にとっ

て必ずしも必要ではありません。 しか し，それもまた大切な

ものです。神権の権能による祝福は常に大切であります。

この儀式を受けた人はほとんどみな，教会員として確認さ

れることの意味を知 っています。 しかし，聖霊を受けるとい

うことはどういうことなのか，それによってどんな祝福があ

るのか理解 していない人 も多 くいます。はかりがたいほど価

値あるこの恩恵を受けても，その時今までと変った特別な感

じを経験する人はほとんどいません。なにかのしるしを期待

している人は失望するか もしれません。

大部分のクリスチャンはキリス トのバプテスマの時，はじ

めそ聖霊 というものを知 りました。聖書の言葉がはっきりし

ていないため，その時はとの形のしるしがあらわれたと断言

することはできません。その時か ら，さまざまな面にわたっ

て聖霊について語 られています。

２４２

人が神の王国に入るたあには，水 と霊 （聖霊）とによって

生まれなくてはならない （ヨハネ ３＝３～ ５）。聖霊はすべて

のことを教え，使徒の語ったことをことごとく思い起 こさせ

る （ヨハネ１４１２６）。キリス トは使徒に聖霊を授 けた も うた

（ヨハネ２０＝２２）。聖霊が炎の舌のように現われて，使徒たち

は他国の言葉で語 り出した （使徒 ２＝１～４）。聖霊に満たさ

れたステパノは神 とキリス トを見た （使徒 ７１５５）。ピリピは

「みたま」にとらわれ，連れ去 られた （使徒 ８１２９～３９）。

これらの出来事から聖霊と呼ばれる一人の御方について学

びますが，どのようにしてこのようにいろいろな場合に賜が

あらわれるのかは明らかにされていません。今日，主は御父

と御子 と聖霊について啓示 しておられます。

「御父は，人間の有する肉体と同じく触知 し得る骨肉の体を

有したもう御子もまた然 り。 されど，聖霊は骨肉の体を有ち

たまわず して霊の御方なり。 もし然 らずとせば，聖霊われ ら

の中に住みたもうこと能わじ」（教義と聖約 １３０１２２）

御三方の違いは，その体にあります。目的，能力，栄光な

どあらゆる点で神会を構成する御三方は一つなのです。御父

と御子は骨肉の体を持っておられます。私たちにはそのこと

が理解できます。 日の光栄の復活体の栄光を知 らなくとも，

骨と肉でできた身体を持っている私たちは・骨肉体の形とは

どんなものかがわかります。 しか し，霊の御方はなかなか思





轡
」

ド

い浮かびません・聖霊が個性を持ちたもう特別の鮪 である １’切の者はわが子 らとな・を得ん・と言われま、た・ 〈モデセ，

ことはわか ります。しかし私たちと共にいて私たちを慰め励． ，６．：６８）

ましキリス トを証 して下さる聖霊をどのようにはっきりと知 その時から人は聖霊の導きによって主の御言葉を実践する

ることができるので しょうか。聖霊は上にあげたすべてのこ ．ととになりました。 「主なる神は，聖霊によりて至る所の人

とのできる御方であって，私たちが聖霊にピ致しさえすれば，． 、．を呼びてその悔い改むべきを命 じたまえ り」 と記 されていま

私たちと共にいそ慰め励ましキリストを証 して下さるのです。 １、す （モーセ５：１４）

バプテスマを受けた人はすべて聖霊の賜を与えられますが 福音が説かれはじめた時から聖霊によって証しが与えられ

ぐの時聖霊はどんなふ うに私たちの中に入 りたもうのでしょ』 耽 ということを，私たちは知っています。主 は，御 自身で人 ．．

弧 聖霊は一人の簡 ですから，趨 ，一人のと。うしか ，々 の間をめぐり飴 躁 た、れ塒 を除いて注 は吟 譜

訪 れ る こ とが で き ませ ん 。 しか し聖 霊 は人 に影 響 を及 ぼす 無 「．に も聖霊 を通 し虻 福 音 を宣 べ られ ま した 。 主 と交 わ る この原

限 の能 力 をお 持 ちで す 。 受 け る権 利 を持 った人 は， そ の影 響 則 は 現在 も実践 され て い ます 。

力 を 感 じます 。 御 父 と御 子 は ジ ョセ ブ ・ス ミス に語 られ ま した 。御 子 は，

「み た ま」 は 同 じ時 に あ らゆ る言 葉 で あ らゆ る と ころ に
， す １モ ロ ナィ ， バ プ ナ ス マ の ヨハ ネ， ペ テ ロ， ヤ コ ブ， ヨハ ネ，

モ ー セ，エ ．ライ ジ 卍そ の他 の天 使 を つか わ して ジ 教 え と能 力

、’を授 けま した が， 教 会 を導 き教 義 を明 らか にす る党 め に， 聖

茜 謙環獅 鋤 ρ纂瀦
「み た ま 」 の賜 につ い て は古 代 に パ ウ ロが 述 べ て い ま す

。

（亘コ リン ト１２， １３） 今 日私 牟 ち は この よ うに も説 明 され て
０

６ い ます 。 す な わ ち ，聖 霊 に よ っ て， あ る人 は イ エ ス ・キ リス
魯

＠ 冒 トが神の御子 にましますという知識の賜を受け，ある人はそ

の言葉を信 じる賜を受 け，』また他の人はいろいろな務めを知》

る賜を受け，ある人はさまざまな働 きについてそれが神より

のものかどうかを知 る賜を受けます。知恵ある言葉の賜，知

識の言葉の賜， 病いをいやされる賜 病いをいやす信 仰 の

賜，奇蹟を行なう賜，予言する賜，霊をみわける賜，異語を

べての真理を送 り出しています。人は宇宙に満てる真理を教 語 る賜，異語をとく賜などが多 くの人たちに与えられます。

えられ （教義 と聖約７６章に記録されたジョセブ ・スミスの示 （薮義 と聖約４６参照）この言葉か ら， 「みたま」の賜はいろ

現を見ること》個人的な事柄について何を為すべきか霊感に いろあって信仰ある人々の中に広 くゆきわたっていることが

より教え られています。 わかります。それらはすべて聖霊か らもた らされ，聖霊によ

私たちは，聖霊が，天を統める神会の御一方であることを って管理 されます。

知るだけで充分であります。 １８３９年のある日アメ．リカ合衆国大統領が，他の教会 とこの

モーセの書には，アダムは 「主の 『みたま』．によりとらえ 教会の違いは何かとジョセフ ・ス ミスに質問しました。ジョ

られ行きて水の中に引き込 まれ，水中に沈められて，また水 セブはこう答えました。 「一・…バプテスマと，頭に手を按い

の中より引き出された り。……しかしてアダム天より語る声 て聖霊の賜を授 ける按手礼の様式に違いがあります。私たち

を聞けり，曰 く，汝は火と聖霊 とをもてバプテスマを受けた は，他の大切な事柄はすべて聖霊の賜によって与え られるだ

り。 これ今よりとこしえに至るまで父と子の証なり」と書か め，その人に多 くの言葉を用いて福音を説 く・ことは不必要で

れています。 （モーセ ６：６４～６６） あると信 じます」 （教会歴史記録第 ４巻 Ｐ．４２）それが他の

そのあと神はアダムを神の息子 と呼んで， 「か くの如 く一 教会との相違点であるならば， この教会員は聖霊によって導

２４４
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かれ，他の教会員は聖霊によって導かれないということにな

ります。それは他の信仰を持つ人々にとってはおだやかでな

い言葉です。 しか し少年予言者 にどの教会にも加わるなと言

われた時，主はこうおっしゃったのです。 「彼 らは人の誠命

を教えとして教え神を敬 う様をすれども神の力を否む」（ジョ

セブ ・ス ミス ２＝１９）

私たちは，たとえ教会員でな くとも真理を知ろうと求める

人々に対 して聖霊が証 しをするというこ≒をはっきり述べて

おります。モロナィはモルモン経のモロナィ書１０章の中でそ

のことを明らかにしています。 しか し入々が証しをこばむ時

には，聖霊は証 しすることをやめたまいます。聖霊の目的は

真理を証 しすることであります。すべてのものが帰する究極

の真理 とは，父なる神 と御子が骨肉の体をもって昇栄なさっ

た御方であること，御子は地球を創造 して世の救い主，瞭い

主 となるよ．う，命じられたもうたということです。御子は世の

罪ゆえに十字架にかかってなくなり復活 して，王の王，主 の

主 として義に満ちた位へ と昇栄されたこと，幾度かこの：地上

に御自身の王国なる教会を作 られたこと， しか し自由意志を

もって統治したまい，サタンにさえ人を試みる自由を与えた

もうたこと真の教会が地上から取 り去 られたことそして予言

されている福千年に再びキリス トが降臨 したもう 日に備 え

て，地上最後の真の教会が組織されたことであります。聖霊

はその能力によってこれらのことを人の心に証 します。聖霊

はイエス ・キ リス トの代理 として働き真理に耳を傾ける人 ４

すべての心に真理を証 しします。聖霊は福音に記されている

真理を探求する人を導き，聖霊の賜を与えられた人々の生活

に影響をおよぼすのです。

この偉大な賜にあずかる人は，日々の活動や，仕事，経済

的，社会的，宗教的な事柄について助けを求めることができ

ます。義しい人には，真理の 「みたま」が義の中にあって彼

を導きます。教会員は聖霊の能力によって栄えある啓示を受
ｏ

けています。

友を選ぶ時，仕事をする時，家族と交わる時，多 くの人た

ちは聖霊に導かれて，正 しい道を歩んでいます。災難にあう

ことを警告され，前途の障害に備えて用意をするようすすめ

られています。病いの時には聖霊の賜によって神権の祝福を

受け，悲しみや死にあっても 「みたま」の慰ら６によって希望

を与え られます。永遠にかかわる奥義は，真理を感 じる心を

もった信仰厚い人々に開かれます。そのことは，事実そうで
じ

あ るば か りで な く， ま さに そ うあ るべ き なの で すか覧

それ は， す べ て の真 理 へ導 くと主 が 約束 した も うた慰 め主

な ので す 。

神 傘 の大 い な る位 にあ って ， さ まざ ま な賜 を私 た ち に与 え

て お られ る聖 霊 を 知 った私 た ちは， は じめ に述 べ た い ろ い ろ

な 出来 事 の中 に 「み た ま」 が 在 した も うた とい う こ とを は っ

き り知 る こ とが で き ます 。

ブ リガ ム ・ヤ ング大 管 長 が 警 告 して い る言 葉 に耳 を傾 け て

み ま し ょ う。

「私 は あ る方 か ら
， 啓 示 に よ って人 々を ど う導 い て い るの

か と尋 ね られ た。 私 は， 人 々が ， 「み た ま 」 か ら日 々為 すべ

き 自分 のつ とめ を教 えて も らえ る よ うな生 活 を し， そ の よ う

に して 自分 自身 を導 く こ とが で き る よ うに と教 え て い る。

「み た ま」 か らそ うい う啓 示 を受 け るた め には
， 自分 の霊 を

机 に置 か れ て書 き手 を待 っ 真 白 な紙 の よ う にす る生 活 を しな

くて は な らな い。 この世 の こ とを 欲 張 って い る末 日聖 徒 を 見

る時， あ な た は彼 らの心 が 啓 示 のペ ンを 走 らせ るに ふ さわ し

い状 態 だ と思 うで あ ろ うか 。 日 々啓 示 の 「み た ま」 と共 に い

られ る よ うな生 活 をす る人 は， 義 務 を 踏 み行 な って い るの で

あ る。 そ して老 の よ うな生 活 を して い な い人 は 自分 の義 務 ど∵

特 権 を お ろ そか に して い る の で あ る。私 た ち が み な， 素 晴 ら

しい この特 権 を享 受 して 生 き られ るよ う， 心 よ り願 い祈 る も

の で あ る。 ア ー メ ン」 （説 教 集 第 ２巻 １８６６年 ６月 ３ 日 Ｐ２４０

～ ４１）

ブ リガ ム ・ヤ ング は夢 で ジ ョセ ブ ・ス ミス に会 い， 彼 か ら

次 の こ とを教 え られ ま した 。

「ジ ョセ フ は私 の方 へ 歩 い て きて， 喜 ば しそ うに力 を こめ

２４５
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て言った。 『人々に，主のみたまと共にいて正 しく導いて も

らえるよう謙 遜に信仰深 く生きよと告げたまえ。注意 して，

何を為すべきかどこへ行 くべきかを教える静かな細い声に耳

を傾けよと………。それは王国の美しい実を生 じるものであ

る。聖霊の訪れる時 に，受け入れる心が準備 されているよう

常に理性に従え と告げたまえ。彼らは，あらゆる霊のうちか

ら主の 「みたま」をみわけることができる。主の かみたま」

は人に平和 と喜びをささやき，憎悪や争いやすべての悪を取

ハ り除 く。彼 らの持つ望みはすべて，義をもたらし神の王国を

築 くための善を行なうことである。人々に，主の 「みたま」

と共にあれと告げたまえ。そうした時に，人々はこの世に来

る前天で御父か ら創られたと同じありさまの自分を見出すで

あろう６御父は人類の家族を組織 したもうたが，今はその組

織が くずれて，まった く混乱 してしまっている』

ジョセブはそう言 って私にはじめのありさまを見せて くれ

た。私 はそれを書き記せない。だが私は見た。神権が地上よ

り取 りあげられたさまを，そして再び始祖アダムか ら最後の

子孫まであわされて，、完全な鎖 となるさまを見た。ジョセフ

はまた言った。 ｒ人 々に，主の 「みたま」 と共にいて，それ

に従えと告げたまえ。そうすれば彼 らは義へ と導かれる』

末 日聖徒はこれらの言葉か ら，聖霊にうながされて生 きる

ことの大切 さを理解することであろう。

わ れ らは， 永 遠 の父 な る神 と， そ の御 子 イ エス ・キ リス トと聖 霊 とを信 ず。

（信 仰 箇 条 第 一 条 ）

御 父 は， 人 間 の有 す る肉 体 と同 じ く触 知 し得 る骨 肉 の体 を有 した も う。 御 子 もま た然 り

され ど， 聖 霊 は骨 肉 の体 を 有 ちた まわ ず して 霊 の 御方 な り。 も し然 らず とせ ぱ， 聖 霊 われ

らの中 に住 み た も う こ と能 わ じ。 （教 義 と聖 約 １３０１２２）

五 旬 節 の 日が きて ， みん な の者 が 一 緒 に集 ま って い る と，突 然， 激 しい風 が吹 い て き た

よ うな音 が 天 か ら起 って きて， 一 同 が す わ って い た家 い っぱ い に響 きわ た っ た。 ま た， 舌

の よ うな も のが ， 炎 の よ う に分 れ て現 れ ， ひ と りび と りの上 に とど ま っ た。 す る と一 同 は

聖 霊 に満 た され … … （使 徒 ２ ＝１～ ４）

とこ ろが ， ピ リポが 神 の 国 と イエ ス ・キ リス トの名 に つ い て宣 べ 伝 え る に及 ん で， 男 も

女 も信 じて， ぞ くぞ く とバ プ テ ス マを 受 けた 。 シ モ ン 自身 も信 じて， バ プ テ ス マ を受 け，

それ か ら， 引 きつ づ き ピ リポに つ い て行 った。 そ して， 数 々 の しる しや あ ざ ま しい奇 蹟 が

行 わ れ る のを 見 て ， 驚 い て い た 。 エル サ レ ム にい る使徒 た ち は， サ マ リヤ の人 々が ， 神 の

言 を受 け入 れ た と聞 い て ， ペ テ Ｐ と ヨハ ネ とを ， そ こに っ か わ した。 ふ た りは サ マ リヤ に

下 っ て行 って ， み ん なが 聖 霊 を 受 け る よ う に と， 彼 らのた め に 祈 った。 そ れ は彼 らは た だ

主 イ エ ス の名 に よ って バ プ テ ス マを 受 けて い た だ けで ，聖 霊 は ま だ だ れ に も下 っ て い なか

っ た か らで あ る。 そ こで， ふ た りが 手 を 彼 らの上 にお い た と こ ろ， 彼 らは聖 霊 を受 け た。

（使 徒 ８ ＝１２～ １７）

人 は聖 霊 を受 くる こ とも あ らん 。 また 聖 霊 はそ の人 に 降 りた も う こ とあ らん も， 彼 と共

に永 く留 りた も う こ とは あ ら じ。 ． （教 義 と聖 約 １３０＝２３）

聖 霊 の 力 ．とは昔 の時 代 で も ま た メ シ ヤが 世 の人 に現 わ れ た も う時 で も， お よ そ神 を熱 心

に求 め る者 た ち に神 が与 え た も う賜 で あ る。 （ニ ーフ ァイ １０＝１７）

２４６
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世界系図記録大会
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裟 １口

象

系 図協会会長 ハンター長老 （左） と副会長のバ ー トン長老 （右）

１９６９年 ８月，世界各国からの訪問者をソル トレークに迎え

ると世界系図記録大会が 「国際連合」のようにはなやかに行

われることで しょう。大会は， 「将来の記録保存」に議題が

集中 し，何千という記録保管者，歴史家，政府役人，マ・ｆク「

ロフィルムをとる人，社会学者，その他数え切れない記録関、，

係者が集 まることでしょう。大会は１９６９年 ８月 ５日から８日

までの４日間， ソル トレーク市 ソル トパ レスに７０億円の費用

をかけて建てられた超近代的な会議センターで行われる予定

です。

大会は系図協会６０年祭 （７５回記念）と並行 して行われ，末

日聖徒イエス ・キリス ト教会の片腕である系図協会が主催 し

ます。けれども大会を計画 し，調整 している各組織は系図協

会 という組織を越えた働きをしています。 「私どもは世界中
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リトル コ ツトンウッ ド峡谷にあるグラナイ ト山系図記録庫入ロ

系図協会のマイク ロフイルムで熱心 に系図探 求す る聖徒

系 図記録庫 のマイクロフイル ム保管庫

の系図記録に携わる職員の方々の御努力渉 この大会に反映さ

れることを期待 してお ります」 と系図協会副会長兼総支配人

のセオ ドア Ｍ，バー トン長老は語っています。大会は 「貴

重な記録の保存，マイクロフィルムの撮影と，保 管 に 関 し

て，全世界の人々の大きな協力をいただくこと」を目的とし

ているとバー トン長老は語っています。これらの記録はよく

保護されないと，失なわれたり，破損 されたり，焼却 され る

か，注意不足により変質するかもしれません。

記録の保存に関 して系図協会の払 っている努力は大変なも

のですが，その一つに，ソル トレーク市近郊のグラナイ ト山

記録庫があります。大会の訪問者は，ソル トレーク市か ら南

へ約 ３７ｋｍ 下った リトルコッ トンウッド峡谷にある記録庫で

行われている作業を直接見学す る機会に恵まれるで しょう。

この珍 しい保存庫には，何百万ページとい う記録が保存 さ

れています。広汎なマイクロフィルムプログラムを通 じて，

原記録文書の写 しは，全世界にわたっています。

このマイクロフィルム収録計画は，かつてないほど活気の

ある広汎な系図記録プログラムで，’系図協会の主な仕事にな

っています。巨大な系図記録をさらに豊富なものにするため

マイクロフイルム撮影者は毎日，世界各地の記録を収録 して

います。記録には，不動産証書，証書，遺言記録，婚姻証書

埋葬記録，教区記録，その他価値のある書簡類が含まれてい

ます。山中にある記録庫では，近代的な撮影装置によ り毎月

５０万近 くの記録が収録されています。マイクロフィルムは，

理想的な温度 と湿度調節装置のもとで数百メー トルに亘って

堀 られた巨大な記録庫に保存されています。

世界系図記録大会の計画主任であるボブ ・Ｒ ・ザブリスキ

ー兄弟は，大会が近づ くにっれて日毎に関心が募っていると

報告 しています。 ８月の大会に備えてレセプション，計画会，

その他の会合に出席するために全世界から数百人の関係者が

ソル トレークに集まっているため，いやが上にも雰囲気が高

まっているのです。来賓の中には，有名なオース トリアの系

図家，カール ・フレデリック ・フォン・フランク氏の名も見

られます。

著名な記録職員，歴史家，記録保管人たちが大会の特別会

議に出席する予定です。数多くのマイクロフィルム会社，撮

影装置会社，また， カメラ，電子計算機等の製造会社が自社

の製品を出品する予定になっています。

２４８



伝道 部 長会 メッセ ー ジ
日本沖縄伝道部

第一副伝道部長

鈴 木 正 三

すべての 自然の草 木に とって長 い忍耐 の時，忍従 の時 ，冬 が過 ぎ

去 り，春 と共に，一せいに活 動を開始 しま した。春 は自然だ けで な

く， この教会に とって記念 すべき多 くの事 が らがあ ります。

１８２０年一人 の少年 は，彼 の周 囲に起 こった多 くの宗教論争 の中で，

いずれが正 しいか，どの教 会に入 るべ きか深 く悩 んで いた或 日，ヤ

コブ書 １章 ５節 「あなたがたの うち，知恵 に不足 して いるものがあ

れば，その人 は， とがめもせ ずに惜 しみ な くすべての人 に与 える神

に，願 い求 めるがよい。 そ うすれば ，与 えられ るであ ろ う。」を読

んで深 く感動 しま した。 この少年つ まりジ ョセブ ・ス ミスは この こ

とにつ いて， 「どの聖句 にもまさって， この時 ほどこの言葉が私の

心 に真 に力強 く迫 って来た ことは ない。 それは私の心の底 とい う底

を大 きな力で貫 き通す ような気が した。私 はこの言葉を再三再四思

いめ ぐらせて， もし誰か神よ りの知 恵を必要 とするな らば，正 にそ

れ は私で あると知 った 。」 と書いています。

１８２０年早春，一点の雲 もない美 しい朝，近 くの森 に入 って，人 のい

ないのを見すま して，ひざまずいて 自分 の心の願 いを神 に祈 り始 め

ま した。彼はす ぐに何 ともいえぬ恐 ろ しい力に とらえ られ このまま

死んで しま うのか と思われま したが彼は 自分 を とらえた この敵 の力

か ら何 とぞ逃 れ しめたまえ と，全 力を振 りしぼ って神 に祈 りま した 。

今 に もこの恐 ろ しい力 のために自分 の身 を捨て ようか と思 った その

瞬間，彼 は 自分 の真上 に太陽 にも増 して輝 く一つ の光の柱を見， そ

の光 の柱 は次第 に下 りて来て ，光 はつ いに彼の上 にふ りそそぎまし

た。 ジョセ ブ ・ス ミスはこの ことについて， 「その光の柱が現われ

るや否 や，私 はわが身 を縛 った敵か ら救 い出 された ことに気がつい

た。 そ して その光が私 の上 に留 った時，私 は筆紙に尽 し難い輝 き と

栄光 とを有 ちたもう二人の御方が私の真上の空中に立ちた もうのを

見 た。 そ して その中の お一人が私に言葉をかけて私 の名を呼びたま．

い，他の お一人 を指 して ｒこはわが愛子な り，彼 に聞け』 と仰 せ ら

れた。私が主 に伺お うとした 目的は，私が何れに加 入すべ きかを知

るため にすべての教派の 中で何れが正 しいかを知 る ことであ った。

Ｌ．．

それで私 はわれ に返 って言葉が出せ るよ うにな るや否や，私の真上

で光 に包 まれて立 ちた もう御方 に，すべて これ らの教派の中で何れ

が正 しいか， そ して何れ に加 わるべ きかを伺 った。その御答えは汝

はその何 れにも加わ るべか らず，彼 らことごと く誤れ るを以てな り

といいたも うた。」 とジ ョセブ ・ス ミスの著の中 に書いています．

私 はこの ことが真実で あると良 く知 ってい ます。 この示現を通 して

ジョセブ ・ス ミスは，神が た しか に，人の形 ，骨肉の体を もち給

い，父 なる神 とイエス ・キ リス トとは別 々の体を もち給 うこと，人

と話 しをされ ること，感情を もち給 うことな ど数 々の素晴 らしい証

詞 をもつ ことが 出来 ました。 これは当時の宗教家の人々，キ リス ト

教派の人 々にとって驚嘆すべ きことであ りま した。サ タンは彼の使

命 を良 く知 って いたので，あ らゆ る機会に，彼 をほろぼそ うとして

ゆ きま した。最初の示現の とき，彼 が示現 を受けた ことを知 らせた

後 わずか１４歳の少年に世の多 くの人 々を通 して彼 に迫害を加え，金

版 を手 に入れた とき， その後 カーセー ジで暴徒の銃弾にたおれ るま

で ，サ タンは あらゆ る知恵を しぼ って この末の世のわ ざを止めよ う

と働 きました。 しか し 「この末の世にわが選びた る弟 子たちの口よ
’
り，すべての人 々にい ましめの声は及ぱん。．この末の世の弟子た ち

は進み行 けど，一人 もこれを止む る者なか らん。 そは主な るわれ彼

らに命 じたれば なり」教義 と聖約 （１ ：４～ ５）の聖句の通 り，神の

御業 は進み１８３０年 ４月 ６日に正式 に神意 と神命 によって，教会が組

織 され ま した。

この末の世 に神の教会を設立すべ く選ばれた予言者 ジ ョセ ブ ・ス

ミスには，数 々の予言者があ らわれま した。

モロナイ，バ プテスマの ヨハ ネ，ペ テロ，ヤ コブ， ヨハネな ど各

々父な る神の命 をうけて ジ ョセブ ・ス ミス に現れ必要な導き，神権

の鍵を与えま した。１２使徒 の死後久 しくとだえていた神 権が再び取

上 げられ ることがない とい う約束 の下に回復 された ことは私 たちに

とって，素晴 らしい祝福では ないで しょうか。

１８３６年 ４月 ３日カー トラン ド神 殿に，主 イエス ・キ リス トが親 し

くあ らわれ給 い，続 いて，モーセ，エ ライヤス，エ ライ ジャが現 われ

て夫々， イス ラエル人の集 合 と，北 の国よ り１０支族 を導 き来 る鍵 ，

ア ブラハムの福 音の神権 の時代 の鍵 ，マ ラキ の予言 の成就 のため，

末 日の神 権時代の鍵 を渡 しま した。

これ ら数 々の神権 の鍵が代 々の大管長 によって う け つ が れ ，現

在 デ ビ ド・Ｏ ・マ ッケイ大管長が持 って お られ ることを 証 詞 し ま

す。

４月 ６日は また私達の救いの計画の中で，最 も素晴 らしい事，復

活 を記念す る 日であ ります。

ゲ ッセ マネの園ですべての中で最 も大いなる者 といわれる神 で さ

え も 「痛苦の≒めに身をふ るわせ，あ らゆる毛の孔よ り 血 を 湧 か
、．．

せ」 るほ どの苦 しみを味わい，更に十字架 上での肉体の苦痛，死 ，

な どすべて肉体を もつ者の最高の苦痛をなめ られて死にたまい，三

日目の朝，人類 が同人 もな しえなか った死 の とび らを打破 って，復

活 されま した。

この数 々の行 事の月 を迎 えて， この真実 の教 会に属 して いる こと

人 々の救 いの為 に鋤 く機 会のある ことを心 か ら感謝 して います。常

に聖典 に親 しみ ，心 か ら神 に祈 り， 日常生活 に福音 をとり入れて 日

々の生活 の中で証詞 を強 め，平和 な喜 びを うけなが ら，更 に福音の

証人 と して，紹介 プログラム， フエロー シ ップ活動を通 して多 くの

人 々の為 に働 きたいと思 います。

２４９
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解卿

新 婚 さん
、

こ ん に ち は ！

前 略 お元 気 ですか。 お幸せ で しょ うね。 神 さまは

ア ダムに 「人が ひ と りで い るの は良 くない 。彼 の ため に

ふ さわ しい助 け手 を造 ろ う」 といわれ 、 また 「生 め よ、

ふ えよ、地 に満 ちよ」 といわれ ました。私 はあ なた方 が

伴 侶 を教 会の会 員の なか よ り見つ け だ し、支 部長 さんの

司式 に よって結 婚 され た こ とを大変喜 ん でい ます。同 じ

信 仰 を持 つ者同志 で すか ら、 これ か ら も神 さまの 教 えに

従 って生活 で きます ね。 まずは幸 先 よい結 婚の スター ト

を切 りま した。 で も、 これ で満足 しない で、天 におい て

も固 く結 ばれん ため に、権 能 を もつ人 の手 によ って ～永

遠の 結婚 の儀 式 にあ ずかれ るよ う、 その ときを待 ち望 み、

よ く準備 して欲 しい と願 ってい ます。 幸 いな こ とに 、今

年の み な らず来 年 もつず けてハ ワイ神 殿訪 問が計 画 され

て い ます。みん な この １～ ２年 の うちに ゆかれ ますか 。

ところで、結 婚 その もの は人生 の 新 しい段 階 への入 口
’
に しか す ぎませ ん。結 婚 が幸福 、祝福 につ なが るに はお

互 いの深 い愛 と犠 性 が必要 で すが、イエ ス・キ リス トの 教

えに従 って生活 しさえ すれ ば 、幸福 な結婚 への必 要 に し

て かつ十 分な条 件が満 され るこ とに な ります。福 音 にた

い して深 い信仰 と証 詞 を もち 、教 会 を愛 し、 なかん ず く、

お互い に愛 しあっ てい けば、現在 の みな らず永遠 に わた

っ てあ なたが たの結 婚は祝 福 され るに ちがい あ りませ ん。

信 仰 と勤 勉 さによ って保 証 され る大 い な る祝福 を あな た

が た 自 らが手 に され るよ うに祈 っ てやみ ません 。

いつ か 、あな た方の ご家庭 を訪 問 させ てい ただ く機 会

が あれ ば と願 って い ます。 きっ と玄関 に入 っただ けで 、
「や っぱ り、モル モ ンの 家庭 だわ」 と思 うこ とで しょう。

桜 もそ ろそろ満 開 ！若 旦那 さん 、結婚 してか ら も二人

だ けの デ イ トは大切 です よ。 撫

それ では 、 どうぞ お二 人 と もお元気 で。 甥 難

伝道 部の お母 さん よ り 謹 １

岡崎智恵子 霧
襲

詳

＊ ＊ プ レ ゼ ン ト ＊ ＊

＊ 「幸 せ に満 ちた結 婚生活 」 を、 も し誰 かが プ レゼン トして

下 さった ら最 高で しょ うね。 その ものズバ リは さ し上 げ られ ま

せん が、 そのタネ を こ こに プレゼ ン トい た しま しょ う。

立派 に花 を咲か せて 下 さい。

＊ もし家庭 に失敗 す るよ うであれ ば、い か なる ことに成功 しよ

う とも、その失敗 を埋 め合わ せ る ことはで きない。 （マ ッケ イ

大 管長 ）

＊結婚後 もコー トシップ を続 け るこ とは 、相 互 に忠 実 であ る こ

との次 に、幸福 な結 婚生活 に とって大切 であ る。結 婚 式は永遠

の コー トシ ップへの 始 ま りで あ るに もかか わ らず、 あま りに多

くの夫 婦は その終 りだ と考 えて しま う。

家庭 生活 に と もな う種 々の重 荷 を実際 に負 ってい る時 に、や

さしい言葉 をか けちれ た り、親 切 に され ると結 婚前 の時 よ り も、

もっ とうれ し く感 じる ことを忘れ ない でい たい。夫 また は妻が

結 婚 してか らの苦 しい時 に こそ 「あ りが とう」 「すみ ませ ん」

「も しよ ろ しけれ ば」 とい う言葉 を使 えば、結 婚 に踏 み切 らせ

た二 人の愛 を更 に強 くす るであろ う。愛 も身体 と同 じ く、食物

を与 えな ければ餓 死 す る事 を覚 えてほ しい。親切 、思い や りは

愛 に とっ ての食物 で あ る。結 婚指輪 を交換 したか ら とい って 、

男性 に おけ る残 酷 さ、無遠慮 さ、また 女性 に おけ る身だ しなみ

の 悪 さ、感情 的 言動 な どが 許 されたわ け ではな い。（１９５６年 大会

の話 よ り、マ ッケ イ大 管長 ）

２５０
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＊お互いの よ い と ころ を、何 らかの 形 で毎 日ほめ る覧 とによ っ

て 、家庭 は大変 気持 ち よい と ころ とな り、安定 した もの とな る。

妻 の容姿 、髪 の結 い方 、料 理 、家事 、 エプ ロンな どをほ め る こ

とによ って 、あ る場合 に沈み込 ん でい る彼 女 を、素 晴 しく元気

づ け る もの であ る。 （ブラ ウン副 管長）

＊イギ リス では、母 親が 子供 にお 菓子 を与 え る時 「プ リーズ」

と子供 が言わ ない と、 それ を言 う まで お菓子 を与 えない 。与 え

た後 で は必ず 「サ ンキ ュー」と言わ せ る。 「この 二つ の言 葉を ど

この家庭 で も、子供 が 小 さい うちか ら厳 し く教 え込 むん です司

と二 才の 女の 子 を持 つ若 い母親 が こう説 明 した。 「親 に何 か し

て もら うの はあた りまえだ と子供 に思わ せず に、人 か ら何 か し

て もらった とき、 サ ンキュー と言 わず にい られな いよ うに しつ

けてい るの です司 （３月 ５日某 日刊 紙 よ り）

＊私 は大 家族 を もつ 父で あ るゐ 毎 日の忙 しい仕 事 を終えて 、疲

れ 切 っ て家 に帰 る。家 に入 る まえに私 は立 ち止 まって、 家の 中

で どの よ うな こ とが起 っ てい るの か考 えてみ る。誰か が皿 を割

っ たか も知 れ ない。 カーペ ッ トの掃 除機 は こわれ てい るか も知

れ ない。 子供 の誰 かが腕 を折 っ たか も、知 れ ない。近 所の 人が電

話 で 「お宅 の坊 やは うちの 子 に乱 暴 した」 と怒 鳴っ てい るか も

知 れ ない。 子供 たちは 、ジ ャム な どのつ い た手 もか まわ ず に、

か まって欲 し くって飛 びつ いて来 て 、き ょ うあ った ことにつ い 『

て、 いっせ いに しゃべ り出すか も知 れ ない。 そ こで私は立 ち止

って お祈 りをす る。 「主 よ 、私 が家 に帰 るこ とに よって 、私の

愛す る者た ちに明 る く気持 ちよい 夕べ を迎 えさせ られ ますよ う、

また この家 を強め 、お互 い にバ ラバ ラ にな るめ では な く、更 に

結 びつ きを強 め られ ますよ う。 ど うぞ私の 声が おだや か であ る

よ うに 、彼 らの 父 として友 と して 、私 自身が 自分に対 して、信 ：

頼 と尊敬 をい ただ け ます よ うに。そ して 、家族の 者 に祝 福 を も

た らすべ く、 よき影響 を与 え られ ますよ う助 けて下 さい。

（１９６６年度 「家庭 の タベ」 のテ キス ト ３６４ページ ）

＊什分 の 一を納 め るこ と、収 入の 範囲 内で生活 し、借金 を しな

い こ と。 いつ も教 会 での 責任 を与 え られ たら、引 き受 け活 発 で

あ る こと、これ らは 幸福 な結 婚生活 に欠かせ ない ことであ る。

（岡 崎伝 道 部長 ）

＊結婚 した二人 は職業 上の仕 事 、教 会の 仕事 、家 事 、育 児な どそ

れ ぞれ に追 われ て、二 人だ けで過 す機会 が少 な くな る。 だが 、

少 な くと も月 に一度 か二度 は、 子供 をあず けて で も二人 だ けの

時間 を 、共通 の趣 味 、外 での食 事 な どで過 ごすべ きで あ る。
む

（小松前伝道部長）

、＊ 「汝 らま； ころ を もって妻 を愛 し、 これ と結び合 うべ し、そ

の他 の者 に 愛着 す るこ となか れ。」 （教 義 と聖約４２：２２）本 当

に妻 を愛 してい るので あれ ば、 自分の こと以 上 に、妻の 福祉 に

っ いて考 え るであ ろ う。 彼女 自身が 進歩 す る機 会 にあず かれ る

よ う、気 をつ けて い るだろ うか。 あな た と同 じ く、彼女 も神の

与 え給 うた完 成へ の願 い を持 っ てい る。 …… （中 略） だが 、妻

が あな たに対 して 、 もっ と期待 してい るもの は、何 で あ るか知

ってい るだ ろ うか 。それ は 、夫 とともに時 間 を過ご す こ とであ り、

夫 の思 いや り、 そ して あな た との 会話 なの だ。で は、一 番い や

が るもの は何 であ ろ うか 。 それは 、あ なたの利 己心 とむ っつ り

沈黙 で あ る。 夫婦 はた えず心 が通 じ合 う技 術 を高 め るべ きで あ

る。 （１９６９年 １０月大 会の 話 、 Ｒ． Ｍ． ネル ソン ステ ーキ部 長）

と

＊夫 は妻 が一 日の終 りに、消耗 し尽 して神経 質に なって疲 れ て

い るときに は、家の 中が き ちん と して いな くて も、そ こは しん ；

しゃ くすべ きであ る。 同様 に、妻 は夫が仕 事上 で成 功 しなか っ「

た とき で も、成 功 を確 信 させ るよ うに夫 の気持 ち を引 き立 て る

べ く、細 やか な感情 を持 っべ きで あ る。 （神権 とあなた １４１ペ

ー ジ） ・ ・

＊妻た る者 よ、主 に仕 え るよ うに 、 自分 の夫 に仕 えな さい。

（工ペ ソ書 ５∵ ２２）

＊ ＊伝道 部 便 り ＊ ＊

＊柳 井支 部 、教会 堂建設 の鍛 入れ 式 １月 ６日に挙行 。現在 １１パ

の チャ ーチ ・ビル ダーが働 い てい る。 「これ は柳井 の こ とであ ｝

る」 と傍 観 す るの では な く、精 神的 のみ な らず ご作 業手袋 一組 １

で もよ いか ら、物 質 的 に も伝道 部の 会員全 体 が応援 して欲 しい 、

と伝道 部長 は要 請 してい る。特 に長 老定 員会の御 出馬 に期 待 す

る。

＊１９７０年 の神殿 訪問 予定 は、 ７月 ｍ 日～ ７月２０日と決 ま りま し

た。

＊１９７０年 のユー スカ ン ファレ ンスは 、 日本伝 道 部 と合 同で 、関
コ ギゾ

西の地 で行なわ れ る。 日程 は ８月 ６日～ ８月 ９日。 （８月 １０日

には 、ユ ース カン ファレ ンス プログ ラム とは別 に、万 国博 覧 会

に行 く予定。）

＊新 し く伝道 部役 員が 召 され た。 ア ロン神権成 人 な らびに青 少

年 グル ー プ主 事 に藤崎 尚、系 図 ア ドバ イサ ーに周 藤珠彦 、日曜

学校 会長 に山邑陽 一 兄弟 、 プラ イマ リー会長 に西昭代 姉妹 。

＊この ２ペ ージは 、 日本 沖縄伝 道部 に与 え られ たペ ージ で す。

神 崎良 太郎 、山川悦 申 、藤崎 尚兄弟 、竹 田洋 子姉 妹が編 集 に

あたっ てい ます。有 意義 で楽 しいペ ージ に したい と願 っ てい ま 、

す。 ご意 見 を伝 道部 宛 、およせ 下 さい。

２５１
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